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これまでと、これからを結ぶ希望の道
明日につながる。未来に向かう。
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と
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な
ぐ
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市制施行70周年
70年の時を超え　想いつなげて　水俣で
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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

新幹線駅があり、高速道路も開通し
た水俣市は、より外から訪れやすい
まちになりました。市制施行70周年
の節目の年、この２つの道が、人をつ
なぎ、これまでとこれからをつなぐ、
未来への道になってくれることを願
っています。（３月23日撮影）

●
節
目
の
年
を
迎
え
て

　

私
が
昨
年
２
月
の
市
長
選
挙
に
お

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
厳
粛
な
る
負

託
を
受
け
、
第
19
代
水
俣
市
長
に
就

任
し
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の

１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
職
責

の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
よ
る
、
本
市
の
更
な

る
発
展
と
市
民
福
祉
の
一
層
の
向
上

を
目
指
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

た
施
策
を
一
つ
ず
つ
、
そ
し
て
一
刻

も
早
く
実
現
す
べ
く
、
職
務
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
え

て
言
う
な
ら
、
就
任
１
年
目
は
「
種

を
ま
く
年
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
、

平
成
31
年
度
よ
り
、
私
が
愛
し
て
や

ま
な
い
こ
の
水
俣
市
に
、
み
な
ぎ
る

活
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
に
、

し
っ
か
り
と
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
き
、
強
い
信
念
と
実
行
力
を
も
っ

て
、
全
力
で
市
政
に
あ
た
ら
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
長
就
任
か
ら
２
年
目
の
今
年
度

を
、「
新
芽
が
芽
吹
く
年
」
と
位
置
づ

け
、市
民
の
皆
さ
ん
に
約
束
し
た
「
全

て
の
世
代
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
具
体
的
な
取

り
組
み
に
順
次
、
着
手
し
て
い
き
ま

す
。

　

平
成
31
年
は
平
成
最
後
の
年
と
な

り
、
５
月
１
日
に
は
新
た
な
元
号
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
来
月
２
日
に
は

待
望
久
し
い
「
南
九
州
西
回
り
自
動

車
道
水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
が

供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

４
月
１
日
に
、
本
市
は
「
市
制
施
行

70
周
年
」
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
昭

和
35
年
に
建
設
さ
れ
60
年
近
く
使
用

さ
れ
て
き
た
市
役
所
旧
庁
舎
の
解
体

工
事
が
始
ま
り
、
新
庁
舎
建
設
に
向

け
具
体
的
に
動
き
出
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
平
成
31
年
度
は
、
市

内
小
中
学
校
の
普
通
教
室
な
ど
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
大
型
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
約

１
６
３
億
８
千
万
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
年
度
内
に
策
定
す
る
「
第

６
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、

限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、
継
続
的
な
質
の
高
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
、
将
来
を
見
据
え
た

経
営
基
盤
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
本
市
に
と
っ
て
、

大
き
な
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
こ

平成 31 年度に取り組む主な施策（抜粋） 「
み
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ 
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち 

水
俣
」
の
実
現
へ

髙
岡
市
長 
施
政
方
針
３
月
市
議
会
定
例
会

１　地域に根ざした強い産業基盤づくり

◯地場企業の経営力と競争力の強化
◯創業資金の支援充実による創業しやすい環境整備
◯「水俣川河口臨海部振興構想」の推進
◯「アクティビティープロモーション事業」の促進
◯地元農産物のブランド確立と販売促進

2　豊かな心で未来に挑戦する人づくり

◯市内全小中学校への空調設備の設置
◯小中学生の給食費の一部補助
◯「小規模特認校制度」の導入
◯地元唯一の高校である水俣高校の支援
◯子どもとトップアスリートの交流事業
◯市文化会館の空調設備改修

３　住み慣れた地域でいきいきと暮らせるまちづくり

◯「子ども医療費助成」の対象を満 18 歳まで拡大
◯満 18 歳以下の「インフルエンザワクチン接種費」
　の全額補助成
◯「水俣市健康づくり条例」による健康づくりの実践
◯高齢者などの運転免許書返納時の支援開始
◯高度急性期機能「ハイケアユニット病床（HCU）」の稼働

４　次世代へつなぐ環境づくり

◯水俣病被害者の救済支援
◯水俣病の発生により疲弊した地域の再生・振興
◯体験型事業「水俣の海情報発信モデル事業」の実施
◯低炭素社会の実現に向けた取り組みの推進
◯「第３次環境基本計画」の策定

５　安全で安心して暮らせる生活基盤づくり

◯減災・防災に向けた啓発活動・訓練
◯老朽化した市営住宅の建て替え・長寿命化改修
◯老朽化した水道施設の更新、管路の耐震化
◯「市道袋インター線」の新設、「野川・袋線」改良
　事業の推進
◯「みなくるバス」などの利便性の向上

６　持続可能な行財政づくり

◯「第６次行財政改革大綱」の実施
◯「第４次定員適正化計画」の策定
◯下水道事業の「公営企業会計」移行に向けた準備
◯「行政評価制度」の構築
◯公共施設などの適切な管理・維持、計画的対応
◯新庁舎建設の推進

高
岡
市
長
が
２
月
20
日
の
市
議
会
３
月
定
例
会
で
、

平
成
31
年
度
市
政
へ
の
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

の
特
別
な
時
に
、
市
長
と
し
て
立
ち

会
え
る
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
る
と
同

時
に
、
市
政
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
る

こ
と
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を

し
て
い
ま
す
。
水
俣
市
の
新
た
な
時

代
の
幕
開
け
と
な
る
記
念
す
べ
き
平

成
31
年
度
、
変
革
を
恐
れ
ず
、
持
続

可
能
な
未
来
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

●
新
た
な
挑
戦

　

顧
客
重
視
で
的
確
な
事
業
の
取
捨

選
択
を
行
い
、
住
民
満
足
度
の
向
上

を
図
り
、
地
域
経
済
の
安
定
と
発
展

を
可
能
に
す
る
「
最
適
な
行
政
」
の

実
現
を
追
及
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
施

策
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
着

実
か
つ
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、

「
第
６
次
水
俣
市
総
合
計
画
」
に
よ

る
新
た
な
地
域
経
営
を
力
強
く
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
新
た
な
挑
戦
と
し

て
、
市
の
各
種
施
策
を
通
し
、
国
連

の
提
唱
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）」の
考
え
方
に
基
づ

く「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
」

を
強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
本
市

は
こ
れ
ま
で
、
水
俣
病
の
経
験
か
ら

得
た
教
訓
を
活
か
し
、
環
境
に
配
慮

し
た
施
策
や
取
り
組
み
を
、
市
民
協

働
で
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
再
構
築
、
住
民
自
治
、
環
境

関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
、
国
内

外
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
て
き
ま

し
た
。
従
来
か
ら
の
取
り
組
み
、
政

策
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
こ
れ
ら
を
更

に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、「
環

境
」、「
経
済
」、「
社
会
」
の
三
側

面
の
統
合
的
取
り
組
み
に
よ
る
「
自

律
的
好
循
環
」
を
構
築
す
る
と
い
う

視
点
に
立
ち
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
併
せ

て
、
内
閣
府
に
よ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」
の
２
０
２
０
年
度
選
定
に

向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
た
め

に
、
地
域
内
外
の
知
見
と
実
践
を
結

集
し
、
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き
ま

す
。

　

多
様
で
温
か
い
人
た
ち
、
長
く
地

域
を
支
え
て
き
た
地
元
商
工
業
、
豊

か
な
自
然
や
、
食
と
温
泉
な
ど
、
水

俣
の
有
す
る
多
く
の
地
域
資
源
を
存

分
に
活
か
し
、
結
び
付
け
、
調
和
さ

せ
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
全
て
の
世
代
が
「
水
俣
に
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
」、「
水
俣
で
暮
ら

し
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
第
６
次
総
合
計

画
に
定
め
る
将
来
都
市
像
「
み
ん
な

が
幸
せ
を
感
じ 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
元

気
な
ま
ち 

水
俣
」
の
実
現
に
向
け
、

全
身
全
霊
を
捧
げ
て
い
き
ま
す
。

　

水
俣
市
の
長
と
し
て
、
市
政
の
先

頭
に
立
ち
、
本
市
の
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
克
服
、
市
政
発
展
の
た

め
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
、
職
員
と
と
も
に
、
真
正

面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
）
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平成31年度 水俣市の一般会計予算は163億7,982万円市民１人に使われるお金は  664,253円
※一般会計予算額を平成31年2月末の人口24,659人で割った額です

会計区分
水道事業（収益的支出）

　　　　（資本的支出）

病院事業（収益的支出）

　　　　（資本的支出）

予算額
3億6,290万円

4億2,464万円

73億7,892万円

7億3,164万円

会計区分
国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険

公共下水道事業

予算額
41億5,342万円

4億1,303万円

36億2,527万円

9億 8,369万円

特別会計／91億7,541万円

企業会計／88億9,809万円

一般会計以外の予算の状況

歳入

歳入

市税

諸収入

繰入金

その他

地方交付税

国庫
支出金

県支
出金

市債

各種交付金など

自主財源

依存財源

歳出

【歳出】
項　目

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

災害復旧費

予備費

歳出合計

予算額（千円）

158,092

2,140,425

5,549,213

2,076,800

484,240

783,044

1,543,412

570,617

1,461,601

1,602,333

42

10,000

16,379,819

構成比（％）

0.97

13.07

33.88

12.68

2.96

4.78

9.42

3.48

8.92

9.78

0.00

0.06

100.00

【歳入】

自
主
財
源

依
存
財
源

項　目
市　税
諸収入
繰入金

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金

繰越金
計

地方交付税
国庫支出金
県支出金
市債

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金

交通安全対策特別交付金
計

歳入合計

予算額（千円）
2,858,832
487,425
989,477
109,855
189,023
56,927
55,002

1
4,746,542
5,088,000
2,219,350
1,384,816
2,272,900
119,000
3,000
9,000

9,000
500,000
11,000
7,000
7,000
3,211

11,633,277

16,379,819

構成比（％）
17.45
2.98
6.04
0.67
1.15
0.35
0.34
0.00
28.98
31.06
13.55
8.45
13.88
0.73
0.02
0.05

0.05
3.06
0.07
0.04
0.04
0.02
71.02

100.00

歳出

議会費

総務費

民生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費
教育費

公債費

災害復旧費
予備費

衛生費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

選挙・戸籍・徴税・まちづくりなどに
86,800円

225,038円

84,221円

19,637円

31,755円

62,590円

23,140円

59,273円

64,980円

★市制70周年イベントを実施します
★市庁舎（本館・別館）の解体工事を行い、新庁舎建設を更に進めます
★自治会などの地域づくり活動を支援します

★保育環境の整備を図ります
★障がい者の自立支援を促進します
★介護施設の整備を支援します

★満18歳までの子どもの医療費・インフルエンザ予防接種費を全額
　助成します
★市民の健康づくりの推進に取り組みます
★水俣病に関する情報発信を推進します

★新規就農者への支援や水俣産農産物のPRを支援します
★防災重点ため池ハザードマップを作成し、防災情報を周知します
★茂道漁港の機能保全工事を行います

★企業誘致と地場企業支援を推進します
★創業に係る制度の充実を図ります
★関係団体との連携により、観光客を誘致します

★市道・公園施設の維持補修を実施します
★橋りょうの補修を行い、通行者などの安全確保に努めます
★市営牧ノ内団地の建替えを進めます

★防災行政無線の維持管理や戸別受信機の設置業務に努めます
★自主防災組織の活性化を図ります
★消防団の活動・福利厚生を支援します

★小中学校に空調設備を設置します
★学校給食費を一部無償化します
★各種スポーツ大会の開催などによりスポーツの振興を推進します

高齢者・障がい者・児童の福祉などに

環境保全・公害対策・保健衛生などに

農林水産業の振興のために

商工業の振興のために

道路・公園・住宅の整備などに

消防活動・防災などに

教育・スポーツ振興・文化財保護などに

借入金の返済のために

※このほかに、議会費6,411円、予備費406円、災害復旧費2円があります。

平成31年度当初予算
Minamata city

平成31年度当初予算
問 財政課 ☎61-1608

用語の解説
一般会計

　
特別会計

　

　
企業会計

　
自主財源
　
依存財源

　前年度６月補正後予算額と比較して６億５，２
６０万７千円、約４.２％の増加です。今回の予算
編成では「みんなが幸せを感じ　笑顔あふれる
元気なまち」づくりを念頭に既存事業の見直し
と新規事業の検討を行いました。政策的に取り

組む事業の経費として、小中学校の空調設備整
備事業、給食費補助事業、子ども医療費の助成
対象の拡充などを計上しています。限られた財
源を有効活用し、最大の効果が得られるよう効
率化を図っていきます。

福祉・教育・道路整備・ごみ処理など、市がすべき基本
的な事業を経理する会計。
　
特定の歳入歳出を区別して別個に処理するための会
計。法律で設置義務がある「国民健康保険事業特別会
計」「介護保険特別会計」「後期高齢者医療特別会計」
と、条例制定により設置することができる「公共下水道
事業特別会計」があります。
　
市町村が企業として経営する事業を経理する会計の総
称。水俣市では、「病院事業会計」「水道事業会計」があ
ります。
　
市が自主的に収入できる財源。市税、使用料、手数料など。
　
国や県の基準に基づいて交付されたり、割り当てられ
たりする財源。地方交付税、国庫支出金など。

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金

自動車取得税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入　寄附金
繰越金

広報みなまた2019.4.1広報みなまた2019.4.1 45



◆
市
制
施
行
か
ら
70
年
の
あ
ゆ
み

Ｓ
24
・
４

Ｓ
28
・
９

Ｓ
29
・
５

Ｓ
31
・
５

Ｓ
31
・
５

Ｓ
31
・
９

Ｓ
35
・
４

Ｓ
36
・
４

Ｓ
40
・
３

Ｓ
40
・
11

Ｓ
43
・
９

Ｓ
47
・
12

Ｓ
49
・
１

Ｓ
51
・
10

Ｓ
53
・
２

Ｓ
57
・
５

Ｓ
59
・
３

Ｓ
60
・
11

Ｓ
63
・
１

Ｈ
２
・
１

Ｈ
５
・
１

Ｈ
５
・
８

Ｈ
７
・
10

Ｈ
７
・
12

Ｈ
８
・
２

Ｈ
９
・
３

Ｈ
９
・
７

Ｈ
９
・
９

Ｈ
９
・
10

Ｈ
11
・
１

Ｈ
11
・
９

Ｈ
11
・
11

Ｈ
13
・
２

Ｈ
14
・
12

Ｈ
15
・
１

Ｈ
15
・
７

Ｈ
16
・
３

Ｈ
17
・
３

Ｈ
17
・
４

Ｈ
18
・
５

Ｈ
19
・
３

Ｈ
19
・
６

Ｈ
20
・
７

Ｈ
21
・
４

Ｈ
21
・
７

Ｈ
22
・
１

Ｈ
23
・
３

Ｈ
23
・
４

Ｈ
25
・
10

Ｈ
26
・
４

Ｈ
27
・
４

Ｈ
28
・
４

Ｈ
29
・
９

Ｈ
31
・
３

市
制
施
行
、
初
代
市
長
に
中
西
孝
麿
が
就
任

水
俣
市
立
病
院
が
開
院

徳
富
蘇
峰
が
名
誉
市
民
と
な
る

水
俣
港
が
貿
易
港
と
し
て
開
港

水
俣
病
公
式
確
認

久
木
野
村
を
合
併
、
人
口
５
０
４
６
１
人

市
庁
舎
が
完
成

県
立
水
俣
工
業
高
校
が
県
立
水
俣
高
校
内
に
開
校

全
国
初
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
湯
之
児
病

院
が
開
院

水
天
荘
が
オ
ー
プ
ン

水
俣
病
が
公
害
病
に
認
定
さ
れ
る

明
水
園
が
開
園

県
が
水
俣
湾
に
仕
切
り
網
を
設
置

伝
統
行
事「
競
り
舟
大
会
」が
復
活

文
化
会
館
が
オ
ー
プ
ン

市
立
図
書
館
・
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン

湯
の
児
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
が
完
成

市
立
武
道
館
が
完
成

Ｊ
Ｒ
山
野
線
が
廃
止
さ
れ
る

市
立
病
院
を
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更

水
俣
病
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
を
市
内
全
地
区
で
開
始

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
設
立

水
俣
病
問
題
最
終
解
決
策
を
閣
議
決
定

豪
・
タ
ス
マ
ニ
ア
州
デ
ボ
ン
ポ
ー
ト
市
と
姉
妹
都
市
締
結

鹿
児
島
県
北
西
部
地
震
が
発
生
、
水
俣
市
で
は
最
大
震

度
５
弱
を
観
測

豪
雨
に
よ
り
多
々
良
町
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
。
一
時
６
人

が
生
き
埋
め
と
な
り
、
そ
の
後
全
員
救
出
さ
れ
た
。

産
業
団
地
が
完
成

水
俣
湾
の
仕
切
り
網
撤
去

公
募
に
よ
り
、
水
俣
湾
埋
立
地
の
愛
称
が
「
エ
コ
パ
ー
ク

水
俣
」に
決
定

く
ま
も
と
未
来
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
、
秋
篠

宮
ご
夫
妻
が
来
水
。10
月
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催

水
俣
市
エ
コ
タ
ウ
ン
計
画
が
経
済
産
業
省
と
環
境
省
か
ら

承
認

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
運

転
を
開
始

み
な
く
る
バ
ス
の
運
行
を
開
始

集
中
豪
雨
に
よ
り
宝
川
内
集
地
区
・
深
川
新
屋
敷
地
区

で
土
石
流
災
害
が
発
生
、
死
者
19
人
、
負
傷
者
７
人
を

は
じ
め
、
市
内
各
地
で
被
害
が
発
生

九
州
新
幹
線
が
部
分
開
業（
新
八
代
〜
鹿
児
島
中
央
）、

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
が
開
業

市
立
湯
之
児
病
院
が
閉
院

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
リ
ハ
ビ
リ
館
が
落
成

水
俣
病
公
式
確
認
50
年
事
業
実
施

デ
ボ
ン
ポ
ー
ト
市
で
姉
妹
都
市
交
流
10
周
年
記
念
調
印
式

水
俣
広
域
公
園（
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
）全
面
完
成

国
の「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」に
認
定

道
の
駅
み
な
ま
た
開
駅
、
バ
ラ
園
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

水
俣
病
救
済
特
別
措
置
法
成
立

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
の
親
水
護
岸
が「
恋
人
の
聖
地
」に
認
定

九
州
新
幹
線
全
線
開
通

市
内
７
つ
の
中
学
校
が
閉
校
、
新
た
に
一
中
、
二
中
、
袋

中
、
緑
東
中
が
開
校

水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
外
交
会
議
開
催

第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
〜
く
ま
も
と
〜
開

催
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
放
流
行
事
な

ど
を
実
施

新
設
の
県
立
水
俣
高
校
が
洗
切
町
に
開
校

水
俣
駅
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

熊
本
地
震
が
発
生
、
水
俣
市
で
は
最
大
震
度
５
弱
を
観

測
、
市
庁
舎
が
被
災
し
、
12
月
に
仮
庁
舎
へ
移
転

水
俣
病
資
料
館
入
館
者
１
０
０
万
人
達
成

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
水
俣
Ｉ
Ｃ
供
用
開
始

４月１日、水俣市は
市制施行70周年を迎えました。

誇
れ
る「
ふ
る
さ
と
水
俣
」を

未
来
に
つ
な
ぐ

　

私
た
ち
の
ま
ち
水
俣
市
は
、
昭

和
24
年（
１
９
４
９
年
）
４
月
１

日
に
市
制
を
施
行
し
、
４
月
１
日

を
も
ち
ま
し
て
市
制
施
行
70
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
、
市
民

の
皆
様
と
一
緒
に
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
先
人
の
歩
み
に
思
い
を

寄
せ
つ
つ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
と
発

展
に
向
け
躍
動
す
る
契
機
と
す
る

こ
と
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
誇
り
う
る「
ふ
る
さ
と
水
俣
」

を
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
実
施
し
、
水
俣
市
の
70
周

年
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

水俣市長
髙岡　利治

　 　

市制施行70周年
70年の時を超え　想いつなげて　水俣で

特集
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市制施行70周年
70年の時を超え　想いつなげて　水俣で

特集

市制施行70周年記念式典
市制施行70周年記念講演
　市制施行70周年を祝う記念式典を開催します。
オープニングアトラクションや各種展示を予定し
ています。
◆ 期日　10月12日㈯
◆ 場所　水俣市文化会館・もやい館
◆ 展示
　○ 70年のあゆみ（写真パネル）
　○新庁舎完成イメージ映像の上映
　○姉妹都市・デボンポート市（豪）との交流作品
　　など
◆ 記念講演　講演者は未定です。

ＮＨＫのど自慢

　誰もが知っている、あの視聴者参加番組「Ｎ
ＨＫのど自慢」が、水俣にやってきます。
　明るく、楽しく、元気よく！ あなたの歌声を
全国へ♪
◆ 期日　2020年２月９日㈰
◆ 場所　水俣市文化会館
◆ ゲスト　未定
◆ 参加者募集
　出場者、観覧者を
　後日募集します。

出張なんでも鑑定団 in 水俣（仮）

　　　　　　　　　　　人気番組「開運なんで
　　　　　　　　　　も鑑定団」の出張鑑定が
　　　　　　　　　　水俣で開催されます。
　　　　　　　　　　　代々伝わる家宝、思い
　　　　　　　　　　出の古い玩具など、あな
　　　　　　　　　　たにとっての「お宝」を鑑
　　　　　　　　　　定してもらいませんか？
◆ 期日　11月下旬
◆ 場所　水俣市文化会館
◆ 参加者募集
　出場者、観覧者を後日募集します。
　倉庫や屋根裏に眠るお宝は早めのご準備を♪

宝くじ文化公演
大野雄二＆ルパンティックシックス

「 Lupintic  Jazz  Live 」

　アニメ「ルパン三世」のテーマ曲などを手が
けた作曲家でジャズピアニストの大野雄二さん。
大野さんとそのジャズグループのジャズコンサー
トを開催します。
　誰もが聞いたことがあるあ
の曲の、ここでしか聴けない
アレンジと生演奏の迫力を、
ぜひ味わいに来てください。
◆ 期日　９月22日㈰
◆ 場所　水俣市文化会館

西回り自動車道水俣ＩＣ開通記念イベント
水俣花火大会2019 in エコパーク
　70周年にちなんだメッセージ
花火が水俣の夜空を彩ります。今
年は、港フェスティバル、物産展、
フードフェスティバルと同時開催！
◆ 期日　５月18日㈯（花火大会）
　※開通記念イベント全体は
　　18日㈯・19日㈰の２日間
◆ 場所　エコパーク水俣
◆ メッセージ募集
　70周年に関連し
　たメッセージを
　後日募集します。

みなまた競り舟大会

　水俣の夏の風物詩、みなまた競
り舟大会。伝統のレースを、70周
年記念大会として開催します。
　70周年を記念して、優勝賞金な
どを予定しています。
◆ 期日　８月４日㈰
◆ 場所　水俣川河口特設コース

水俣ＳＵＰＢＡＹ！
第２回西日本選手権大会
　大人気のマリンスポーツ「ＳＵ
Ｐ（スタンドアップパドルボード）」。
昨年はデモンストレーション大会と
して開催しました。今年は、水俣
ＳＵＰＢＡＹ！と第２回西日本選手
権大会を合同開催します。
◆ 期日　８月31日㈯・９月１日㈰
◆ 場所　湯の児海水浴場
◆ 参加者募集
　後日、出場者
　を募集します。

水俣市文化会館自主文化事業
「中国雑技団〜芸術の祭典〜」

　代々秘伝・門
外不出の変面劇
をはじめとした、
世 界 最 高 峰 の
技の数々。水俣
市文化会館自主
文化事業として、
中国雑技団水俣
公演を開催します。
◆ 期日　2020年２月24日㈪・㈷
◆ 場所　水俣市文化会館

※画像はイメージです。

市民駅伝競走大会

　地域や職場の
仲 間とチームを
組 み、 たすきを
つないで競う駅
伝大会です。
　70周年記念大
会として、特別賞
などを予定しています。
◆ 期日　2020年２月23日㈰
◆ 場所　エコパーク水俣

○第12回もやい音楽祭
○恋龍祭
○健康まつり
○産業団地まつり
○恋路カキ小屋
○サラたまちゃん祭り

○みなまた和紅茶フェスティバル（仮）
○水俣漁師市
○水俣の歴史講座（全４回）
○花の寄せ植え体験、講習会
○学校給食での記念献立
○亀齢旗争奪少年空手道大会
○亀齢旗争奪少年剣道大会

その他イベント

○水俣パートナーシップウィーク
　講演会（男女共同参画啓発事業）
○認知症地域支援フォーラム

その他講演会・式典

○デザインマンホール設置、マン
　ホールカード作成
○江口寿史イラスト入り診察券
　（総合医療センター）
○広報みなまた増刊号

記念発行・発刊※各イベントなどの日程や場所、
　内容などは企画中のもので、
　変更されることがあります。
　それぞれのイベントについて、
　詳細が決まり次第、広報みな
　またや市ホームページなどを
　通じてお知らせします。

市制施行70周年  関連イベントを紹介します
年間を通して、市制施行70周年を祝う催しが目白押しです。
皆さんで、この記念すべき年を祝い、楽しみましょう♪ ■問い合わせ　企画課☎ 61-1606

辻井いつ子さん講演会
　全盲のピアニスト・辻井伸行さ
んの母、辻井いつ子さんによる「子
育て」をテーマとした
講演会を開催します。
◆ 期日　未定
◆ 場所　もやい館

辻井いつ子さん

市民体育祭

　地域対抗の市民スポーツ大会で
す。スポーツを通した地域の交流
を図ります。
◆ 期日　10月27日㈰
◆ 場所　水俣市立総合体育館

水俣市の３大スポーツイベントがバージョンアップ！ 70周年を記念した特別な大会として企画しています。
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まちのわだい

まちのわだい

地元産材を活用して地域に貢献
水高生が製作した木製ベンチを贈呈

　

水
俣
高
校
電
気
建
築
シ
ス
テ
ム
科

の
生
徒
５
人
が
地
元
産
材
を
活
用
し

て
製
作
し
た
木
製
ベ
ン
チ
10
台
を
水

俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
や
自
治
会
へ
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ベ
ン
チ
は
、
水
俣
高
校
が
生

徒
の
技
術
向
上
や
地
元
産
材
の
現
状

（上）木製ベンチを製作した水俣
高校電気建築システム科の生徒
（下）ベンチ製作に協力した水俣
地区建具組合やベンチを設置す
る各自治会長ら

新しいビジネスを創出
「スモール&ビューティフルなビジネスをはじめよう！」

　

市
が
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
、地

域
が
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
を
解

決
す
る
ア
イ
デ
ア
を
事
業
者
ら
が

提
案
す
る
発
表
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
３
回
行
な
っ
た「
四
方

良
し
の
学
び
舎
」の
参
加
者
７
人

が
、子
育
て
、介
護
、シ
テ
ィ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
地
域
課
題
の
解
決
案
や
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
案
。

　

発
表
会
の
他
に
、会
場
で
聞
い
て

い
た
人
た
ち
も
参
加
し
て
の
模
擬

投
資
体
験
を
実
施
し
、自
分
が
持

っ
て
い
る
ア
イ
デ
ア
や
考
え
を
共

有
し
ま
し
た
。

▲イベント後には懇親会も開催され、活発な意見交換が行われました

２/３

「光や色」について大学生と学ぶ
「高大連携未来塾」

　

水
俣
高
校
生
が
水
俣
環
境
ア
カ
デ

ミ
ア
で
、研
修
の
た
め
に
水
俣
を
訪
れ

た
慶
応
大
生
と
、「
光
や
色
」に
つ
い
て

の
実
験
・
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、市
と
慶
應
義
塾
大
学
の

共
同
事
業「
高
大
連
携
未
来
塾
」の
一

環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、水
高
生
ら
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
光
が
出
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
に
グ
ラ
ス
な
ど
を
当
て
、見

え
方
の
違
い
な
ど
を
研
究
。最
後
に

は
、そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
研
究

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
験
結
果
は
、毎
年
夏
に

行
わ
れ
る
環
境
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
に

活
用
し
ま
す
。

２/３

▲プロジェクターを使い、グラスなどがスクリーンにどのように映るかを実験

学びと体験を合わせた健康教室
体験型健康医学教室

　

市
が
秋
葉
会
館
で
、「
体
験
型

健
康
教
室
」
を
開
き
、
市
民
ら
約

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
民
の
健
康
増
進
に
対
す
る
啓
発

を
図
る
た
め
、
学
び
と
実
践
を
組

み
合
わ
せ
た
体
験
型
の
健
康
教
室

で
、
全
８
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ス
ト
レ
ス
に
関
す

る
テ
ー
マ
で
、
ス
ト
レ
ス
が
身
体

に
与
え
る
影
響
な
ど
を
座
学
で
学

ん
だ
後
、
自
分
の
だ
液
か
ら
ど
れ

く
ら
い
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
か
数
値

で
分
か
る
機
械
を
使
い
、
ス
ト
レ

ス
の
測
定
を
体
験
し
ま
し
た
。

▲講演する㈱ツルーバランスの職員

２/６

プロの迫力あるプレーを間近で観戦
バスケットボール B リーグ水俣開催

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ
リ
ー
グ
２

部
21
節
が
市
立
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
熊
本
市
を
本
拠
地
と
す
る

熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
が
福
島
フ
ァ
イ

ア
ー
ボ
ン
ズ
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
２
度
目
の
水
俣
開
催
と

な
っ
た
熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
の
公
式

戦
。
会
場
に
は
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、

多
く
の
市
民
や
フ
ァ
ン
が
応
援
に
駆

け
つ
け
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
終
盤
逆
転
す
る
も
延

長
戦
の
末
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、
二
日
目
は
競
り
勝
ち
、
フ
ァ
ン

ら
と
勝
利
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。

２/９ 水銀被害のない世界へ
「水俣病に関する水銀条約記念フォーラム」

　

環
境
省
・
県
・
市
が
熊
本
市
国
際

交
流
会
館
で
、「
水
銀
に
関
す
る
水

俣
条
約
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
、

関
係
者
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
同
条
約
の

周
知
拡
大
を
図
り
、
各
国
の
条
約
実

施
を
促
進
す
る
た
め
に
開
い
た
も
の
。

環
境
省
が
平
成
30
年
11
月
に
ス
イ
ス

で
行
わ
れ
た
同
条
約
の
第
２
回
締
約

国
会
議
の
主
な
成
果
を
報
告
し
た
他
、

市
内
の
中
学
生
や
高
校
生
が
水
銀
に

関
す
る
研
修
成
果
を
発
表
し
、
参
加

者
ら
に
水
銀
使
用
の
制
限
の
重
要
性

な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

２/７

▲ステージ発表をする水俣高校生

市の農業振興に貢献
市内３つの団体・個人 県農業コンクール受賞

２/４

　

農
業
経
営
・
技
術
の
改
善
に
積
極

的
に
取
り
組
む
県
内
の
優
秀
な
農
業

経
営
者
や
団
体
を
表
彰
す
る「
県
農

業
コ
ン
ク
ー
ル
」で
市
内
３
つ
の
個

人
・
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

新
人
王
部
門
の
優
良
賞
を
薄
原
桜

野
で
タ
マ
ネ
ギ
農
家
を
営
ん
で
い
る

吉
永
紘
史
さ
ん
・
麻
実
さ
ん
、地
域
農

力
部
門
の
優
良
賞
を
あ
し
き
た
農
業

協
同
組
合
大
関
米
・
特
栽
米
研
究
会
、

地
域
貢
献
賞
を
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
東
部

か
っ
さ
い
市
場
加
工
部
代
表
の
森
山

夏
代
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
。こ
の

日
は
、市
役
所
を
訪
れ
、高
岡
市
長
に

受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

水俣環境アカデミア市民公開講座
「スポーツクラブのマネジメント」

２/２

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
が「
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
い

う
テ
ー
マ
で
市
民
公
開
講
座
を
開
き

ま
し
た
。

　

講
座
は
二
部
構
成
で
開
か
れ
、第
一

部
で
は
、熊
本
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
シ
ニ
ア
教
授
・
中
川
保
敬
さ

ん
が
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

の
意
義
や
重
要
性
な
ど
を
解
説
。第

二
部
で
は
、熊
本
大
学
大
学
院
教
育

学
研
究
科
教
授
・
井
福
裕
俊
さ
ん
が

子
ど
も
の
成
長
過
程
や
ジ
ュ
ニ
ア
期

の
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
講
演

し
、参
加
し
た
市
民
ら
は
、興
味
深
そ

う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

▲講演をした中川保敬さん（右）と井福裕俊さん（左）

２/４

▲ゴールを狙う熊本ヴォルターズの◯◯選手

〜10

や
課
題
な
ど
へ
の
知
識
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、水
俣
地
区
建
具
組

合
の
協
力
で
製
作
し
た
も
の
。
１

台
を
水
俣
環
境
水
俣
環
境
ア
カ
デ

ミ
ア
に
設
置
し
、
９
台
は
事
前
に

希
望
し
て
い
た
各
自
治
会
の
バ
ス

停
な
ど
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
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県のグリーンカーテンコンテスト
堀端久美子さんが最優秀賞を受賞

２/15

　

堀
端
久
美
子
さ
ん（
古
城
町
）が
、

県
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
家
庭
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、ゴ

ー
ヤ
な
ど
の
つ
る
性
の
植
物
を
使
っ

て
自
然
の
カ
ー
テ
ン
を
作
る
こ
と
で
、

夏
の
日
差
し
が
家
の
中
へ
入
る
の
を

遮
り
、温
暖
化
を
防
止
す
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、市
役
所
を
訪
れ
、髙
岡

市
長
に
受
賞
を
報
告
。堀
端
さ
ん
は
、

「
最
優
秀
賞
受
賞
と
聞
い
て
び
っ
く

り
し
た
。取
り
組
む
こ
と
で
毎
日
生

き
物
を
育
て
る
楽
し
み
が
で
き
る
」

と
喜
び
を
口
に
し
ま
し
た
。

衣食住のスペシャリストが集う
技能フェアin水俣市

２/17

　

県
と
、
熊
本
県
職
業
開
発
協
会
、

（
一
社
）
熊
本
県
技
能
士
会
連
合
会

が
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
で
、
大
工

や
和
菓
子
職
人
な
ど
県
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
技
能
士
が
一
堂
に

集
う「
技
能
フ
ェ
ア
」を
開
き
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、
も
の
づ
く
り
の
魅

力
や
熊
本
地
震
で
の
技
能
士
の
活

躍
、
そ
の
卓
越
し
た
技
能
を
広
め

る
目
的
で
県
内
各
地
で
開
催
。
技

能
士
が
制
作
し
た
作
品
の
展
示
の

他
、
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
指

導
に
あ
た
る
技
能
士
の
あ
ざ
や
か

な
技
に
感
嘆
し
、
大
人
も
子
ど
も

も
夢
中
で
楽
し
み
ま
し
た
。

▲プロの職人の指導のもと金槌で木材を打つ参加者

広域避難の受け入れ先として参加
原子力防災訓練

　

鹿
児
島
県
と
九
州
電
力
原
子
力

発
電
所
周
辺
の
９
市
町
が
、同
原
発

の
事
故
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。約
２
１
０
機
関
・

５
０
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

訓
練
で
は
、最
大
震
度
７
の
地
震
に

よ
っ
て
発
生
し
た
川
内
原
発
の
事
故

を
想
定
し
実
施
。鹿
児
島
県
出
水
市

の
住
民
約
50
人
が
市
公
民
館
に
避
難

す
る
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

訓
練
後
に
は
、元
鹿
児
島
大
学
教

授
・
福
徳
康
雄
さ
ん
に
よ
る
原
子
力

防
災
講
習
会
も
開
催
さ
れ
、原
子
力

防
災
意
識
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

▲バスを降り、公民館へ避難する参加者

２/10
水俣病の経験朗読で語り継ぐ

第３回早春の朗読発表会
　
（
一
社
）水
俣
病
を
語
り
継
ぐ
会
が

も
や
い
館
で
、早
春
の
朗
読
発
表
会

を
開
き
、約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、同
会
が
水
俣
病
の
経
験

や
思
い
を
次
世
代
へ
語
り
継
い
で
い

く
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
、今
年
で
３
回
目
の
開
催
。今
年

は
、「
私
が
伝
え
た
い
水
俣
病
、水
俣

の
風
景
」と
い
う
テ
ー
マ
で
本
を
選

び
、練
習
を
重
ね
て
き
た
11
人
が
朗

読
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

朗
読
発
表
の
他
に
も
、昨
年
２
月

に
亡
く
な
っ
た
石
牟
礼
道
子
さ
ん
が

書
い
た『
み
な
ま
た 

海
の
こ
え
』の

群
読
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

２/10

▲朗読を披露する加賀田清子さん（中央）

旬の「恋路カキ」たっぷり堪能
「九州産交ナイスデイツアー」

　

カ
キ
を
メ
イ
ン
に
水
俣
の
観
光
地

な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、

熊
本
市
内
な
ど
か
ら
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
水
俣
・
芦
北
地

域
雇
用
創
造
協
議
会
と
九
州
産
交
ツ

ー
リ
ズ
ム
㈱
が
協
力
し
て
企
画
。
ツ

ア
ー
参
加
者
は
、
濃
厚
で
ク
リ
ー
ミ

ー
な
味
が
特
徴
の「
恋
路
カ
キ
」
を

食
べ
た
り
、
湯
の
児
温
泉
に
行
く
な

ど
、
水
俣
の
観
光
地
を
満
喫
し
ま
し

た
。
カ
キ
小
屋
で
恋
路
ガ
キ
を
食
べ

た
参
加
者
は
、「
小
ぶ
り
だ
け
ど
身

が
詰
ま
っ
て
い
て
お
い
し
い
」
と
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

２/23

▲牡蠣小屋でカキを食べるツアー客

ごみ分別・リサイクルの推進に貢献
リサイクル推進委員永年勤続者表彰

　

ご
み
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分

別
の
指
導
を
行
う
な
ど
、
市
の
高

度
分
別
の
取
り
組
み
に
協
力
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
を
永
年
に

わ
た
っ
て
務
め
た
人
を
、
市
が
表
彰

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
市
役
所

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、次
の
皆
さ
ん

に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。（
行
政

区
順
、
敬
称
略
）

【
25
年
表
彰
】
桑
畑
好
継
、
渕
上
喜

一
、
井
上
能
智
王
、【
10
年
表
彰
】

森
田
吉
太
郎
、
佐
藤
光
生
、【
５
年

表
彰
】
山
下
幸
、花
草
周
作
、谷
口

明
弘
、大
平
勇
、前
島
昭
夫
、
松
本

政
則
、古
里
正
満
、田
中
啓
治

▲式後には、各地区が抱えるごみ分別の課題を共有しました

２/19
地元企業の魅力を新たに発見

第３回しごと発見塾
　

芦
北
高
校
体
育
館
で「
し
ご
と
発

見
塾
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

水
俣
高
校
、
芦
北
高
校
、
芦
北
支
援

学
校
３
校
と
各
地
域
の
自
治
体
な

ど
が
各
学
校
の
１
年
生
約
２
５
０

人
に
水
俣
芦
北
地
域
の
事
業
所
の

取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

企
画
し
た
も
の
。
水
俣
芦
北
地
域

の
32
事
業
所
が
参
加
し
、
生
徒
ら
に

仕
事
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
水
俣
高
校
の
渕
上
栞

奈
さ
ん
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は

視
野
を
広
げ
て
仕
事
を
選
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

２/22

▲各ブースで企業の説明を聞く高校生ら

観光客誘致へのヒントを探る
「香港市場とインバウンドのおもてなし」

　

水
俣
・
芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議

会
が
湯
の
児
海
と
夕
や
け
で
、
香
港

の
旅
行
会
社
Ｅ
Ｇ
Ｌ
ツ
ア
ー
ズ
代
表

取
締
役
・
袁エ
ン

文ブ
ン
エ
イ英
さ
ん
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

袁
さ
ん
は
、
同
旅
行
会
社
を
経
営

す
る
一
方
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本

地
震
後
、
い
ち
早
く
訪
日
ツ
ア
ー
を

再
開
す
る
な
ど
日
本
の
観
光
復
興
に

尽
力
し
、
平
成
30
年
に
は
、
旭
日
層

双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
宿
泊
施
設
や
食
事
な
ど
香

港
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
説

明
し
、
参
加
し
た
観
光
関
係
者
ら
は

熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

２/28

▲講演をする袁文英さん
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まちのわだい

まちのわだい

全国地紅茶サミットinみなまた実行委員会が
県の「夢チャレンンジ」大賞に選ばれました

３/６

　

全
国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
トin

み
な
ま

た
実
行
委
員
会
が
、県
の
地
域
活
性

化
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
を
支
援
す

る「
地
域
づ
く
り
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
」の
平
成
29
年
度
大
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。同
実
行
委
員
会
は
、平
成
29

年
度
に
全
国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
を
エ

コ
パ
ー
ク
水
俣
で
開
催
し
た
他
、多
数

メ
デ
ィ
ア
に
出
演
し
、「
み
な
ま
た
和

紅
茶
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
貢
献
。

　

こ
の
日
は
市
役
所
を
訪
れ
、髙
岡

市
長
に
受
賞
を
報
告
し
た
同
実
行
委

員
長
の
坂
口
和
憲
さ
ん
は
、「
水
俣
と

い
え
ば
紅
茶
の
ま
ち
と
な
っ
て
い
け

れ
ば
」と
目
標
を
話
し
ま
し
た
。

▲受賞を報告した同実行委員長の坂口和憲さん（中央左）ら

受講者が日頃の成果を発表
第25回生涯学習フェスティバル

３/９

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
市

公
民
館
で
行
わ
れ
、２
日
間
で
延
べ

１
１
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、平
成
30
年
度
公
民
館
市

民
教
室
の
受
講
生
が
学
ん
だ
成
果
を

発
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
。今
年
度
の
市
民

教
室
は
19
教
室
に
約
２
６
０
人
が
受

講
し
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、ハ
ー

モ
ニ
カ
や
朗
読
、フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
を

披
露
。会
場
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

終
わ
る
た
び
に
拍
手
が
起
こ
り
ま
し

た
。発
表
の
他
に
、料
理
教
室
の
受
講

生
が
作
っ
た
カ
レ
ー
も
振
る
舞
わ
れ
、

訪
れ
た
人
は
最
後
ま
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

▲朗読の発表をする受講生

「読書」で子どもたちの心を育む
久木野小で「読書」の特別授業・講演会

　

久
木
野
小
学
校
が
読
書
に
つ
い

て
の
特
別
授
業
と
講
演
会
を
開
き
、

同
児
童
や
地
域
住
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
市
の
学
校
図
書
館
活
用

教
育
研
究
の
中
間
報
告
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
。元
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
岩
元
克
雄
さ
ん
が
本
の
読

み
方
に
つ
い
て
の
特
別
授
業
を
行

い
、表
現
力
が
豊
か
に
な
る
朗
読
方

法
を
児
童
へ
教
え
た
他
、東
京
都
江

戸
川
区
の
書
店
・「
読
書
の
す
す
め
」

の
店
長
で
あ
る
清
水
克
衛
さ
ん
が

講
演
会
を
開
き
、読
書
の
素
晴
ら

し
さ
を
児
童
ら
へ
伝
え
ま
し
た
。

▲特別授業をした岩元さん（右）と清水さん（左）

３/２
地元の企業の魅力を探る

「企業の魅力発見フェア」
　

水
俣
商
工
会
議
所
で
会
議
所
所
属

の
事
業
所
に
よ
る「
会
員
企
業
の
魅

力
発
見
フ
ェ
ア
」が
開
催
さ
れ
、水
俣

高
校
の
２
年
生
約
70
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、若
い
世
代
の
人
へ
地
元
企

業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、地
元
で

就
職
す
る
こ
と
で
水
俣
の
活
性
化
に

つ
な
げ
よ
う
と
水
俣
商
工
会
議
所
が

企
画
し
た
も
の
。２
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
た
同
フ
ェ
ア
に
は
、市
内
21

の
事
業
所
が
参
加
し
、自
社
の
魅
力

を
高
校
生
へ
紹
介
。高
校
生
は
事
業

所
へ
質
問
す
る
な
ど
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３/６

▲企業の説明を真剣に聞く水高生ら

給付型の「松本眞一同朋奨学金」
内定者を対象に説明会を実施

　

給
付
型
で
返
済
の
必
要
の
な
い

「
松
本
眞
一
同
朋
奨
学
金
」の
奨
学

生
内
定
者
を
対
象
に
、市
が
説
明
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
奨
学
金
は
、葛
渡
出
身
の

故
・
松
本
眞
一
さ
ん
の
遺
族
か
ら
の

寄
附
を
基
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

選
考
に
よ
り
大
学
に
進
学
す
る
４

人
が
内
定
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
後
に
行
わ
れ
た
懇
談
会

で
髙
岡
市
長
は
、「
一
生
懸
命
頑
張

る
こ
と
が
一
番
の
親
孝
行
。い
ず
れ

は
水
俣
に
帰
っ
て
き
て
、水
俣
の
将

来
を
担
っ
て
い
く
存
在
に
な
っ
て
ほ

し
い
」と
内
定
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

▲内定者の将来の活躍に期待！

３/19
市民と行政の橋渡しに携わり18 年
草野武雄行政相談員へ市から感謝状

　

平
成
13
年
か
ら
18
年
間
、
本
市
の

行
政
相
談
委
員
を
務
め
、
こ
の
日
を

も
っ
て
退
任
す
る
草
野
武
雄
さ
ん
へ

市
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

草
野
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
自

治
会
長
や
農
業
委
員
と
並
行
し
て
行

政
相
談
委
員
を
務
め
、
市
民
と
行
政

の
橋
渡
し
役
と
し
て
尽
力
。
平
成
29

年
度
に
は
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

草
野
さ
ん
は
、「
市
民
の
悩
み
を
解

決
し
て
、
喜
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と

私
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
る
。あ
っ
と

い
う
間
の
18
年
だ
っ
た
」
と
思
い
出

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

３/20

▲過去には、熊本行政相談委員協議会の理事も努めました

「創業しやすいまち」に向けて、４年間で 20 件の新規創業を目指す
市、水俣商工会議所、県信用保証協会、各金融機関が「創業支援に関する基本協定」を締結

　

市
と
水
俣
商
工
会
議
所
、
県
信

用
保
証
協
会
、
肥
後
銀
行
、
熊
本

銀
行
、
熊
本
中
央
信
用
金
庫
が
創

業
支
援
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
協
定

の
参
加
機
関
が
実
施
す
る
創
業
支

援
に
関
す
る
各
種
支
援
策
を
「
み

な
ま
た
創
業
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
連
携
し
て
支
援

策
を
展
開
す
る
こ
と
で
「
創
業
し

や
す
い
ま
ち
水
俣
」
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
に
つ
な
げ
、
新
規
創
業
の
創

出
や
地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
指

３/22

（上）右から熊本銀行水俣支店・大川博支店長、県信用保
証協会・真崎伸一会長、髙岡市長、水俣商工会議所・濱田
憲治会頭、肥後銀行水俣支店・内田隆之支店長、熊本中
央信用金庫水俣支店・上野秀幸支店長
（下）協定締結後の記者会見

し
ま
す
。

　

協
定
書
に
は
、
創
業
前
か
ら
創

業
後
な
ど
さ
ま
ざ
ま
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
支
援
や
、
既
創
業
者
・

創
業
希
望
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
連
携
・
協
力
し
て
開
催
す

る
こ
と
を
明
記
。
４
年
間
で
20
件

の
新
規
創
業
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
役
所
で
締
結
式

が
行
わ
れ
、髙
岡
市
長
が「
水
俣
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
を
商
圏
拡

大
の
契
機
と
捉
え
、
足
腰
の
強
い

事
業
者
の
創
業
を
支
援
し
、
水
俣

の
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
。
水
俣
商
工
会

議
所
の
濱
田
憲
治
会
頭
は
「
水
俣

は
創
業
よ
り
廃
業
す
る
事
業
者
が

多
い
。
今
後
、
水
俣
の
経
済
界
が

元
気
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」と
期
待

を
口
に
し
ま
し
た
。

〜７

〜10
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◆
投
票
で
き
る
人

■
年
齢
な
ど
の
要
件　

日
本
国
民

で
、投
票
日
に
満
18
歳
以
上
の
人（
平

成
13
年
４
月
22
日
以
前
生
ま
れ
）

■
住
所
要
件　

平
成
31
年
４
月
13

日
ま
で
に
、
水
俣
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
引
き
続

き
市
内
に
居
住
し
、
３
カ
月
経
過

（
平
成
31
年
１
月
13
日
ま
で
に
転

入
届
を
提
出
）
し
た
人
。

※
投
票
日
ま
で
に
水
俣
市
か
ら
転

出
し
た
人
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
市
内
で
転
居
し
た
人
は
？

　

４
月
８
日
ま
で
に
転
居
届
を
提

出
し
た
人
は
新
住
所
（
地
区
）
の

投
票
所
で
、
そ
の
後
に
転
居
届
け

を
提
出
し
た
人
は
前
住
所（
地
区
）

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所　

次
ペ
ー
ジ
の
表
参
照

●
投
票
所
入
場
整
理
券（
ハ
ガ
キ
）

の
郵
送
は
４
月
12
日
㈮
か
ら

　

投
票
の
時
間
や
場
所
な
ど
を
確

認
し
て
、投
票
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
が
な
い
場
合
や
、
な
く
し

て
し
ま
っ
た
人
は
…

　

投
票
所
で
選
挙
人
名
簿
と
対
照
、

本
人
確
認
を
行
い
、
再
発
行
し
て

投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
投
票
用
紙
の
記
入
方
法

　

投
票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
事
由

に
該
当
す
る
見
込
み
の
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定

　

が
あ
る

②
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
で
投
票

　

日
に
投
票
区
内
に
い
な
い

③
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理

　

由
で
歩
行
が
困
難

④
交
通
の
便
が
著
し
く
不
便
な
島
な

　

ど
に
居
住
・
滞
在
し
て
い
る

⑤
天
災
ま
た
は
悪
天
候
に
よ
り
投

　

票
所
に
到
達
す
る
こ
と
が
困
難

■
期
間
・
時
間　

４
月
15
日
㈪
〜

20
日
㈯　

８
時
30
分
〜
20
時
（
土
曜

日
も
同
じ
）

■
場
所　

市
役
所
秋
葉
４
階
（
右
図

参
照
）

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
１

階
に
車
椅
子
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
持
参
品　

投
票
所
入
場
整
理
券

（
ハ
ガ
キ
）
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、

裏
面
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
整
理
券
が
な
く

て
も
投
票
で
き
ま
す
。

◆
不
在
者
投
票

期
間　
４
月
15
日
㈪
〜
20
日
㈯

■
病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
実
施
の
指
定
を
受

け
た
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所

中
の
人
は
、
そ
の
施
設
の
管
理
者

に
申
し
出
て
施
設
内
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
市
内
指
定
病
院
、
指
定
施
設
》

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
病

院
、
恵
愛
園
、
白
梅
荘
、
白
梅
の
里
、

や
す
ら
ぎ
苑
、
明
水
園
、
和
光
苑
、

尚
光
苑
、
生
喜
の
里

※
市
外
の
病
院
や
施
設
で
も
、
指

定
を
受
け
て
い
れ
ば
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

■
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
持
ち
、
両
下
肢
や
内

臓
機
能
な
ど
に
一
定
以
上
の
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
人
、
ま
た
は
介
護

保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人
は
、

自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙
に
記
入
し

て
、
郵
便
な
ど
で
返
送
で
き
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

○
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投

　

票
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き

　

な
い
人
（
上
肢
や
視
覚
の
障
が
い

　

の
程
度
が
１
級
の
人
な
ど
）
は
、

　

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会

　

の
委
員
長
に
届
け
出
た
者
に
投

　

票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
便
投
票
（
代
理
記
載
制
度
を
含

む
）
は
、
事
前
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
仕
事
や
旅
行
で
水
俣
を
離
れ
て

い
る
人
の
不
在
者
投
票

　

水
俣
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
投
票
用
紙
な
ど
を
取
り
寄
せ
て
、

滞
在
し
て
い
る
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
の
請
求
方

法
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
投
票
は
日
数
を
要
し
ま
す
。
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
用
紙
の
請
求
書
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
印
刷
し
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
開
票

■
日
時　

４
月
21
日
㈰　

21
時
〜

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
大
ア

リ
ー
ナ

※
投
票
所
地
図
、
期
日
前
投
票
や

不
在
者
投
票
、
開
票
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

 
w

.city.m
inam

ata.lg.jp

◆
政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
！ 

　

選
挙
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
付

を
行
う
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問い合わせ
水俣市選挙管理委員会事務局

 ☎６１−１６４１

４月21日㈰は、
「水俣市議会議員

一般選挙」投票日です。
期日前投票は
４月15日㈯〜４月20日㈯
■場所　市役所秋葉４階

市役所旧庁舎
（解体工事中） 新館

秋葉
４階

投票者用駐車場

駐車　　　
できません

会場

■期日前投票所の駐車場

工事のため旧庁
舎前の駐車場は
利用できません。

旧庁舎と新館の間は、
車での通り抜けができ
ません。駐車場へは牧
ノ内方面から進入して
ください。徒歩での通
行は可能です。

※旧市勤労青少年ホーム

投 票 区 投　票　所 区　域 投票時間

 第１投票区 水俣第一中学校体育館   １区（天神原・牧ノ内・大戸口組除く）、７区

７時〜
20 時

 第 2 投票区 市公民館本館２階第１研修室   ２区、１区（天神原組）

 第 3 投票区 水俣第二小学校図書室   19区

 第 4 投票区 ４区公民館   ４区

 第 5 投票区 市立総合体育館１階会議室   ５区

 第 6 投票区 20 区公民館   20区

 第 7 投票区 21 区公民館   21区

 第 8 投票区 内山集会場   ６区

 第 9 投票区 水東小学校多目的ホール   ８区（合畑組除く）

 第10投票区 深川公民館   ９区、８区（合畑組）

 第11投票区 市東部センター（葛彩館）   10区（12組除く）、11区、13区（5・6 組除く）、14区

 第12投票区 石坂川集会所   12区、13区（5・6 組）

 第13投票区 旧湯出中学校技術室   15区、16区（木臼野組）

 第14投票区 袋小学校ワークスペース   17区（湯堂組除く）

 第15投票区 おれんじ館   18区、17区（湯堂組）

 第16投票区 市保健センター（もやい館１階）   １区（牧ノ内・大戸口組）、22区（湯の児組除く）

 第20投票区 長崎公民館   16区（木臼野組除く）

 第21投票区 市公民館分館１階会議室 C  ※   ３区

 第22投票区 湯の児公民館   22区（湯の児組）

 第17投票区 23 区集会所   23区、24区（中小場組除く）、26区（日当・日添組）、10区（12組）
７時〜
19 時 第18投票区 大川公民館   25区、24区（中小場組）

 第19投票区 越小場公民館   26区（日当・日添組除く）

※投票所入場整理券（ハガキ）がない場合も、投票所で名簿対照・本人確認して発行後、投票できます。

◆４月21日㈰は投票日、皆さんの投票所はどこですか？

★

★前回の場所から変更しています。注意してください。

寄付はダメ !!
贈らない！
求めない！

受け取らない！
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◆
助
成
対
象
の
医
療
費
は
？

　

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
が
対

象
で
す
。
高
額
療
養
費
や
家
族
療

養
附
加
金
な
ど
の
給
付
金
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
除
い
た
額
が
対

象
で
す
。

◆
対
象
者
は
？

　

水
俣
市
に
住
所
が
あ
り
、
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
０
歳
〜
18

歳
の
子
ど
も
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
０
歳
〜
中
学
３
年
生

の
子
ど
も
が
対
象
で
し
た
が
、
今

回
新
た
に
16
歳
〜
18
歳
も
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

※
満
18
歳
を
迎
え
た
後
の
、
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
が
助
成
の
対
象

で
す
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
た
り
、

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
て
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ

る
人
は
対
象
外
で
す
。

◆
助
成
を
受
け
る
に
は
？

　
「
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証（
以

下
、
受
給
者
証
）」
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
対
象
と

な
る
16
歳
～
18
歳
の
子
ど
も
が
い

る
人
は
、
交
付
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
す
で
に
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
０
歳
～
中
学
３
年
生
の

子
ど
も
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
交
付
申

請
書
の
様
式
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
後
に
住
所
や
健
康
保
険
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w
w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp

■
交
付
申
請
窓
口

①
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
い
き
い
き

　

健
康
課
健
康
推
進
係
）

②
市
民
課
年
金
医
療
保
険
係
（
市

　

役
所
仮
庁
舎
１
階
６
番
窓
口
）

※
②
は
４
月
27
日
か
ら
受
け
付
け
。

■
持
参
品　

子
ど
も
の
保
険
証
、

印
鑑
、
所
得
証
明
書
（
１
月
２
日

以
降
に
転
入
し
た
人
の
み
、
扶
養

人
数
が
わ
か
る
も
の
）

◆
申
請
前
の
受
診
も
助
成
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

４
月
１
日
以
降
で
交
付
申
請
前

に
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
、

領
収
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
後

日
、
払
い
戻
し
に
よ
る
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

払
い
戻
し
の
対
象
と
な
る
の
は
、

４
月
１
日
以
降
に
受
診
し
、
４
月

26
日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
に
限

り
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
交
付
申
請

を
し
た
人
は
、
受
給
者
証
の
交
付

日
以
降
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
に
よ
る
受
診
の
方
法

は
？

　

市
内
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る

場
合
は
、
受
給
者
証
と
健
康
保
険

証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
原
則
、

窓
口
で
の
医
療
費
の
支
払
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
窓
口
で
の
支
払
い
と
払
い
戻
し

が
必
要
な
場
合

　

次
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
窓
口

で
支
払
っ
た
後
、
領
収
書
な
ど
に

よ
る
払
い
戻
し
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

○
入
院
し
た
と
き
や
、
水
俣
市
外

　

の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き

○
学
校
の
管
理
下
で
負
傷
し
た
と

　

き
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

　

タ
ー
「
災
害
共
済
給
付
制
度
」

　

を
優
先
適
用
）

※
芦
北
町
・
津
奈
木
町
内
の
保
険

医
療
機
関
で
も
助
成
が
可
能
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
受
診
す
る
医
療

機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
払
い
戻
し
の
方
法
は
？

○
入
院
し
た
と
き
や
、
水
俣
市
外

　

の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
と
き

　

は
、
受
診
し
た
日
の
翌
月
の
初

　

日
か
ら
１
年
以
内
に
、
払
い
戻

　

し
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

　

い
。

○
学
校
の
管
理
下
で
負
傷
し
た
場

　

合
は
「
災
害
共
済
給
付
制
度
」

　

を
優
先
し
て
適
用
し
ま
す
。
ペ

　

ー
ジ
上
段
の
図
を
参
考
に
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
払
い
戻
し
手
続
き
の
持
参
品

医
療
費
の
領
収
書
、
受
給
者
証
、

保
険
証
、
印
鑑
、
通
帳

※
領
収
書
に
、
受
診
者
名
、
受
診

日
、
医
療
点
数
、
医
療
機
関
の
押

印
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

○
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
い
き
い
き

　

健
康
課
）
☎
62
・
３
０
２
８
、
63・

　

３
２
０
２

○
市
民
課
年
金
医
療
保
険
係
☎
61
・

　

１
６
２
２
、
61
・
１
６
３
３

　

こ
の
制
度
は
、
子
ど
も

の
病
気
や
け
が
の
早
期
治

療
を
す
す
め
、
健
康
で
健

全
に
育
成
す
る
こ
と
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

子
ど
も
に
か
か
る
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
県
と
市

が
助
成
す
る
も
の
で
す
。

４月１日から、水俣市の

「子どもの医療費助成制度」が変わります
■問い合わせ　
　○市保健センター（いきいき健康課）☎62-3028、63-3202
　○市民課☎61-1622、61-1633

●
「
災
害
共
済
給
付
制
度
」

と
は
？

　

学
校
の
管
理
下
で
の
児
童

生
徒
な
ど
の
災
害
（
負
傷
、
疾

病
、
障
害
、
死
亡
）
に
対
し
て
、

災
害
共
済
給
付
（
医
療
費
、
障

害
見
舞
金
、
死
亡
見
舞
金
の

支
給
）
を
行
う
制
度
で
す
。

■
学
校
の
管
理
下
の
範
囲

○
学
校
の
教
育
課
程
に
基
づ

　

　

く
授
業
を
受
け
て
い
る
場
合

　
（
保
育
所
な
ど
で
の
保
育
中

　

を
含
む
）

○
学
校
の
教
育
計
画
に
基
づ

　

く
課
外
指
導
を
受
け
て
い
る

　

場
合

○
休
憩
時
間
中
や
、
校
長
の

　

指
示
・
承
認
に
基
づ
い
て
学

　

校
に
い
る
場
合

○
通
常
の
経
路
・
方
法
で
通

　

学
・
通
園
す
る
場
合

　

な
ど

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
「
災
害
共
済
給
付
制
度
」

■
問
い
合
わ
せ　

各
学
校
、
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
☎
61
・
１
６
３
６

受診した医療機関に「医療等
の状況」を提出して、医療費
の証明を受けてください。
※病院外の薬局で薬を処方さ
　れた場合は、「診療報酬明細
　書」も必要です。

「医療等の状況」などを、学校
（園）に提出してください。
給付金の支払いには、多少の
時間がかかります。

●「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」

と「
災
害
共
済
給
付
制
度
」

　

学
校
の
管
理
下
で
の
児
童

生
徒
な
ど
の
災
害
で
は
、「
災

害
共
済
給
付
制
度
」
が
優
先
さ

れ
ま
す
。

■
災
害
共
済
給
付
制
度
が
適

用
さ
れ
る
場
合
の
手
続
き

　

左
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（図）災害共済給付の申請手続き

学校（園）から、「医療等の状
況」（医療費の証明）の用紙を
受け取ってください。

１

学校での災害により受診

２

３
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種目 クラブ名 対象者 活動日時 活動場所
会費

年会費 月額

野球

水俣第二小野球倶楽部 小学生 ㈪ • ㈫ • ㈭ • ㈯
２〜３時間 第二小グラウンド 20,000 円 ー

水俣 22 区さくらクラブ 小学生 ㈫〜㈮ 16:30 〜 18:30
㈯・㈰ 8:30 〜 12:30 浜グラウンド ー 2,000 円

葛渡スポーツ少年団 小学生 ㈬ 3 時間、㈯ • ㈰ ４時間
冬季は平日のみ１時間

葛 渡 小 グ ラ ウ ン ド、
エコパーク ー 3,000 円

1•2 年生  1,500 円

夢義塾 小学生 ㈫・㈬・㈭・㈯・㈰
1.5 〜 2.5 時間

塩浜グラウンド、エ
コパーク ー 3,000 円

１年生は無料

袋ベースボールクラブ 小学生 ㈪〜㈭ 16:30 〜 18:30 袋小グラウンド ー 2,000 円

サッカー

NPO 法人
ヴ ィ ラ ノ ー
バ水俣

サ ッ カ ー、
フットサル 幼児〜中学生 ㈪・㈬ 18:30 〜 20:30 旧三中グラウンド 2,000 円

〜 6,000 円
2,000 円
〜 6,000 円

ワ ン コ イ ン
サッカー

小学４年生
〜高校生 ㈭ 18:30 〜 20:30 旧三中グラウンド ー ５００円／回

グラントゥール SC 幼児〜中学生 ㈫・㈬・㈮ 18:30 〜 20:30 津奈木町総合運動公
園テニスコート

3,000 円
〜 5,000 円

2,000 円
〜 7,000 円

BOLSO’N 水俣
サッカークラブ 小学生 ㈪ • ㈬ • ㈮ 16:30 〜 18:30

季節によって変動有 袋小グラウンド 入会金  3,000 円 1,500 円

水俣第一 FC 小学３年生
〜６年生

㈪ • ㈬ • ㈭ 16:30 〜 18:20
※季節によって変動有 第一小グラウンド 入会金  4,000 円 1,500 円

水俣第二 SC 小学４年生
〜６年生

㈫ • ㈮ 17:00 〜 19:00
※季節によって変動有 第二小グラウンド 入会金  5,000 円 2,000 円

4 月のみ 5,000 円 

陸上

ドリームみなまた 小学１年生
〜中学生 ㈪・㈭ 19:00 〜 エコパーク水俣

16,000 円
（ ス ポ ー ツ 保 険
込み）

ー

サ ン ビ レ ッ ジ み な ま た
スポーツクラブ 小学生 ㈭ 19:30 〜 20:30 袋中グラウンド 3,000 円 ー

アーチェリー サ ン ビ レ ッ ジ み な ま た
スポーツクラブ

小学３年生
〜６年生

㈭ 19:00 〜 21:00
㈰ 10:00 〜 12:00 南部館神川専用コート 3,000 円 ５００円

水泳

スイム水俣 水慣れした
原則小学生以上 ㈬・㈮ 18:00 〜 20:00 市立総合体育館

温水プール ー 2,000 円
〜 3,500 円

悠泳クラブ水俣 小学生以上 ㈫・㈭・㈯ 17:00 〜 19:00 市立総合体育館
温水プール ー 2,500 円

ダンス

ダ ン ス・ ス ポ ー ツ ス イ
ング水俣 制限なし ㈭ 19:30 〜 21:30 市公民館 2,000 円 1,000 円

ダンス・スポーツ水俣 制限なし ㈬ 19:30 〜 21:30 もやい館 2,000 円 1,500 円

フラダンス NPO 法人ヴィラノーバ
水俣 幼児〜社会人 ㈫ 初心者 18:30 〜 19:30

㈫ 上級者 19:30 〜 20:30
フラダンススタジオ

（陣内） 2,000 円 2,000 円

バレーボール 水 俣 ジ ュ ニ ア バ レ ー
ボールクラブ 幼児〜小学生

週３日程度 17:30 〜 19:30
※ 学 年 に 応 じ、練 習 時 間 が
異なります

市立総合体育館 ー 2,000 円
※変動あり

バ ス ケ ッ ト
ボール

水 俣 キ ッ ズ バ ス ケ ッ ト
ボ ー ル ク ラ ブ（ ５ 月 開
始予定）

小学４年生
〜６年生

㈪・㈬ 18:00 〜 19:30
第一㈰ ９:00 〜 12:00 葛渡小、第二小体育館 ー 2,000 円

水 俣 第 二 バ ス ケ ッ ト
ボールクラブ

小学４年生
〜６年生 ㈪・㈫・㈭ 16:30 〜 19:00 第二小体育館 ー 2,000 円

卓球 水 俣 市 卓 球 協 会 硬 式
ラージ 制限なし ㈫・㈭ 19:30 〜 21:30 市立総合体育館 一般 10,000 円

学生 5,000 円 ー

種目 クラブ名 対象者 活動日時 活動場所
会費

年会費 月額

ソフトテニス
（協会主催） 小学生以上 ㈭ 19:00 〜 21:00

※変動有 エコパーク水俣 ー そ の 都 度 参 加
者から徴収

（協会主催） 小学生以上 ㈯・㈰ 9:00 〜 12:00 城山テニスコート ー ー

体操 水俣ジュニア 年長〜中学生 ㈪ • ㈬ • ㈮ 18:30 〜 20:00 旧水俣高校体育館 1,000 円 1,000 円
〜 2,000 円

ソフトボール ソフトボールクラブ
（４月より開始予定） 小学生以上

4 月 毎週㈫ 16:45 〜
5 月以降 週 2 回で調整中

（ナイターの可能性有）

浜グラウンド
（5 月 以 降 ナ イ タ ー
の場合はエコパーク）

中学生以下 1,000 円
高校生以上 2,000 円

4 月 500 円
5 月以降 1,000 円

空手

空心会水俣道場 制限なし ㈫ • ㈭ • ㈮ 19:00 〜 21:00 武道館 ー 2,000 円

火の国道場 ４歳〜 15 歳 ㈯ 19:00 〜 21:30 市立総合体育館 3,800 円 1,000 円

一道会空専塾水俣 ５歳以上 ㈪ • ㈫ • ㈬ • ㈮
19:30 〜 21:00

㈪ • ㈬ : 武道館
㈫ : 平国小体育館
㈮ : 津奈木 B ＆ G

ー 2,500 円

日本空手協会水俣支部 年長以上 ㈪・㈮ 19:00 〜 20:30 市厚生会館 ー 2,500 円

柔道
水俣市武道館少年柔道部 小学生 ㈫ • ㈭ • ㈯ 17:00 〜 武道館 ー 3,000 円

柔道塾道志会 小学生 ㈪ • ㈬ • ㈮ 18:00 〜 19:30 武道館 ー 3,000 円

少林寺拳法 水 俣 市 少 林 寺 拳 法 ス
ポーツ少年団 未就学児以上 ㈪ • ㈭ 19:00 〜 20:30 専有道場（明神町） ー 1,500 円

剣道

水俣武道館 幼児〜小学生 ㈪ • ㈬ • ㈮ 17:00 〜 19:00 武道館 ー 2,000 円

袋少年剣道育成会 幼児〜中学生 ㈪ • ㈬ • ㈮ 18:00 〜 19:30 袋小中体育館 ー 1,000 円

二小剣道クラブ 小学生 ㈪ • ㈬ • ㈮ 16:30 〜 18:30 二小体育館 5,000 円 ー

総合 久木野スポーツクラブ 小学生 ㈫ • ㈭ • ㈮ 16:00 〜 久 木 野 小 グ ラ ウ ン
ド・体育館 ー 500 円

◆登録できる団体の要件
次の要件をすべて満たす団体
◯水俣市内に活動拠点を有する小・中学生のスポーツ団体であること（部活動を除く）
◯成人の責任者および小・中学生４人以上で団体を構成していること
◯原則として、週一回以上スポーツ活動を行っている団体であること
◯スポーツ安全保険などに加入していること
◯団体名および活動状況について、ホームページなどで情報公開することを承諾すること

◆登録団体への主な支援
◯登録団体奨励金（一律１万円／年）を交付します（５月20日までに申請した団体のみ）
◯市体育施設、市立小学校体育館などの使用料の全部または一部を免除します
◯各種情報提供（トップアスリートによる教室などの開催案内）を行います
◯市ホームページなどへ掲載することで新規加入希望者の斡旋などを行います

■問い合わせ　市教育委員会スポーツ振興課☎６３ー９３１１

現在、市内で活動を行っている小・中学生向けの
スポーツクラブを紹介します。会費の他、保険、大
会出場などの必要経費を別途徴収する場合があり
ます。

①水俣市キッズスポーツクラブ登録制度

◆スポーツ大会への出場が決定したとき（高校生も含む）
◯国際大会　５万円／人（団体上限　50 万円）
◯全国大会　２万円／人（団体上限　20 万円）
◯九州大会以上　１万円／人（団体上限　10 万円）
◯横断幕など製作費補助　１大会につき１万５千円

②スポーツ大会出場奨励金などの交付

水俣市スポーツキッズサポーター基金を活用した
子どもたちへの支援を開始しました

広報みなまた３月１日号・市ホームページにも
掲載しています。詳しくは問い合わせてください。

４月からの小中学生向けの
スポーツクラブを紹介します

◆登録方法
所定の登録申請書を市スポーツ振興課（市立総合体育館）へ提出してください。
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ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
考
え
て

い
る
人
、
必
見
で
す
！

●
合
併
処
理
浄
化
槽
っ
て
何
？

　

ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
な
ど
か

ら
の
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
し
て

放
流
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。
設

置
す
る
と
家
の
周
り
の
臭
い
や
汚

れ
が
減
り
、
生
活
環
境
が
良
く
な

り
ま
す
。

●
補
助
の
内
容
は
？

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
、
住
宅
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人

に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ

や
、
し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
・
設
置

を
推
進
す
る
た
め
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
い
る
世
帯
、
市
内
業
者

が
浄
化
槽
を
施
工
す
る
な
ど
条
件

に
該
当
す
る
場
合
は
、
補
助
基
本

額
に
補
助
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
下
表
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
を
申
請
で
き
る
の
は
ど

ん
な
人
？

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
で
、
住
宅
や
公
民
館
な

ど
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
人
が
対
象
で
す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
本

　

人
が
生
活
の
本
拠
と
し
て
居
住
す

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

●
補
助
金
申
請
の
期
限
日
は
？

　

２
０
２
０
年
１
月
31
日
㈮
で
す
。

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

●
施
工
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

既
製
底
板
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ

Ｃ
板
）
の
使
用
は
、
今
年
度
か
ら

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
使

用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
☎
61
・
１
６
２
７

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
人
に

補
助
金
が
あ
り
ま
す

環
境
に
や
さ
し
い
し

う
ち
も
や
る
か
！

○対象者区分（B）
　合併処理浄化槽利用予定世帯が、次のいずれかに該当する場合

① 65 歳以上の人が含まれている世帯
②要介護認定を受けた人が含まれている世帯
③「身体障害者手帳」などを持つ人が含まれている世帯
④児童扶養手当などの受給者が含まれている世帯
⑤生活保護を受給している世帯
⑥市民税が非課税である世帯
⑦地区環境協定に参加している世帯
⑧水俣市環境ＩＳＯ「環境家計簿 みなまたエコダイアリー」に登録している世帯

○業者区分（C）
　施工業者が次のいずれかに該当する場合

①水俣市内に事業所があり、県知事へ登録・届け出をしている場合
②水俣市外に事業所があり、県知事へ登録・届け出をしていて、水俣市民を雇
　用している場合
③水俣市民である浄化槽設備士が施工または監督を行う場合

○単独処理浄化槽の撤去費加算（D）・（Ｅ）

（Ｄ）合併処理浄化槽への転換、設置にあたり、既設の単独処理浄槽を撤去
　　するとき

（Ｅ）合併処理浄化槽への転換、設置にあたり、浄化槽への流入管や枡の設置、
　　放流管などの宅内配管工事を行うとき

◆合併処理浄化槽設置補助金額

浄化槽の
種類

補助基本額
（Ａ）

加算額 単独浄化槽転換加算額（上限）

対象者区分
（Ｂ）

業者区分
（Ｃ）

撤去
（Ｄ）

宅内配管
（Ｅ）

５人槽 332,000円 100,000円 100,000円

90,000円 300,000円７人槽 414,000円 150,000円 150,000円

10人槽 548,000円 200,000円 200,000円

※住宅の延べ床面積が130㎡未満の場合は 5人槽、130㎡以上は 7人槽、二世帯住宅は10人
　槽を設置します。要件を満たせば、130㎡以上でも 5人槽が設置可能です。
※「補助金額」＝（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）＋（Ｅ）
　設置に要した費用が補助金額未満の場合は、その額が補助金額となります。
※新築の場合や、この補助金を受けて設置した浄化槽（原則、設置後12年を経たもの）の撤
　去などに伴い新たに設置する場合は、補助基本額のみとなります。加算額はありません。

◆各種加算の適用条件

●
浄
化
槽
の
し
く
み
と
役
割

　

水
洗
ト
イ
レ
で
流
し
た
汚
水
と
、

台
所
や
お
風
呂
な
ど
で
使
用
し
た

生
活
雑
排
水
を
、
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
て
浄
化
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
24
時
間
、
常
に
汚
水
を

浄
化
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
水
洗
ト
イ
レ
を
使
用

し
て
水
を
流
す
と
、
浄
化
槽
に
流

れ
込
み
、
入
っ
て
き
た
汚
水
と
同

じ
量
の
浄
化
さ
れ
た
水
が
、
川
な

ど
の
公
共
用
水
域
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

●
浄
化
槽
の
維
持
管
理

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
後
は
、
使

用
上
の
注
意
（
浄
化
槽
の
機
能
を

妨
げ
る
も
の
を
流
さ
な
い
、
ブ
ロ

ワ
ー
の
電
源
を
切
ら
な
い
、
な
ど
）

を
守
り
、
浄
化
槽
法
に
規
定
さ
れ

た
維
持
管
理
を
適
切
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
設
置
者
（
管
理
者
）
に

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
維
持
管
理

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

①
保
守
点
検（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

浄
化
槽
は
24
時
間
３
６
５
日
、

フ
ル
稼
働
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
、
定
期

的
に
保
守
点
検
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
保
守
点
検
は
、
県
に
登

録
さ
れ
た
、
専
門
知
識
を
持
つ
業

者
（
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
）
に

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
守
点
検
で
は
、
浄
化
槽
の
機

器
の
点
検
・
調
整
・
ブ
ロ
ワ
ー
の

調
整
、
消
毒
薬
の
補
充
な
ど
を
行

い
ま
す
。
１
年
間
に
行
う
点
検
の

回
数
は
、
浄
化
槽
の
規
模
や
構
造

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

②
清
掃（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

浄
化
槽
が
汚
水
を
浄
化
す
る
と

き
、
汚
物
は
浄
化
槽
の
下
部
に
沈

殿
し
ま
す
。
こ
れ
を
放
置
す
る
と
、

槽
内
は
汚
物
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
１
年
に

１
回
以
上
、
浄
化
槽
に
沈
殿
し
た

汚
物
を
取
り
除
い
て
清
掃
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

清
掃
は
、
市
の
許
可
を
受
け
た

専
門
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

③
法
定
検
査（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

　

浄
化
槽
管
理
者
は
、
毎
年
１
回
、

熊
本
県
浄
化
槽
協
会
（
県
が
指
定

し
た
検
査
機
関
）
が
行
う
法
定
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

法
定
検
査
で
は
「
浄
化
槽
の
維

持
管
理
状
態
が
適
正
か
」「
浄
化

槽
放
流
水
の
水
質
が
適
正
か
」
を

検
査
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
11
条
検

査
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

★
維
持
管
理
を
し
な
い
と
ど
う

な
る
？

　
浄
化
槽
の
機
能
が
失
わ
れ
、
浄

化
さ
れ
な
い
ま
ま
の
汚
水
が
公
共

用
水
域
に
流
れ
込
み
、
川
な
ど
を

汚
染
し
て
、
環
境
問
題
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　
下
の
写
真
（
右
）
は
、
維
持
管

理
を
し
な
か
っ
た
浄
化
槽
の
実
例

で
す
。
機
能
を
失
っ
た
浄
化
槽
で

は
、
汚
物
な
ど
が
そ
の
ま
ま
流
れ

出
し
、
悪
臭
を
発
生
さ
せ
、
ご
近

所
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
す
。

●
維
持
管
理
の
経
費
は
ど
れ

く
ら
い
？

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
は
、
浄

化
槽
の
種
類
、
規
模
、
状
態
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
が
許
可
し
た
浄
化
槽
清
掃
業

業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
地
区
ご
と
に
担
当
業
者

が
異
な
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地

区
の
担
当
業
者
は
、
市
環
境
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

○
水
俣
保
健
所
衛
生
環
境
課
☎
63
・

　

４
１
０
４

○
市
環
境
課
環
境
衛
生
係
☎
61
・

　

１
６
１
３

合
併
処
理
浄
化
槽
は

設
置
し
た
後
も

維
持
管
理
が
必
要
で
す

汚水を浄化した
微生物のかたまり
は沈殿します。

汚水中の浮遊物を取り除き、「嫌気性微生物（酸
素のないところで働く微生物）」が、有機物を分
解します。

　　ブロワーから十分な空
　気が送り込まれることで、
「好気性微生物」が活発に
働き、汚れを分解します。

生
活
雑
排
水

水
洗
ト
イ
レ
の
汚
水

放
流

（図）浄化槽のしくみ

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

（左）適切に管理された浄化槽の内部。（右）無管理の
浄化槽。沈殿した汚物を取り除いていなかったので、
汚物でいっぱいになっています。

お
手
入
れ
が

必
要
な
ん
だ
ね
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市役所から
お知らせです

小
学
校
小
規
模
特
認
校
制
度

平
成
31
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す

　
「
小
学
校
小
規
模
特
認
校
制
度
」

は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
少
人

数
で
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進

す
る
学
校
で
教
育
を
受
け
る
こ
と

を
希
望
す
る
児
童
・
保
護
者
に
対

し
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
に
通
学
を
認
め
る
制
度
で
す
。

■
水
俣
市
の
小
規
模
特
認
校

久
木
野
小
学
校

■
対
象　

次
の
小
学
校
に
入
学
・

在
学
す
る
児
童

○
水
俣
第
一
小
学
校

○
水
俣
第
二
小
学
校

■
入
学
の
要
件

①
久
木
野
小
学
校
の
教
育
活
動
に

　

賛
同
す
る
こ
と
。

②
遠
距
離
通
学
が
可
能
で
あ
る
こ

　

と
。（
原
則
、
保
護
者
の
送
迎
）

③
久
木
野
小
学
校
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ

　

Ａ
活
動
を
理
解
し
、
積
極
的
に

　

協
力
す
る
こ
と
。

■
申
請
方
法　

申
請
書
を
提
出

し
て
、
面
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総

務
課
☎
61
・
１
６
３
６

物
価
指
数
の
変
動
で
次
の
手
当

額
が
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
の
手
当
額
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　

所
得
制
限
や
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

①
に
つ
い
て
☎
61
・
１
６
６
０

②
〜
④
に
つ
い
て
☎
61
・
１
６
５ 

０

市
営
住
宅
使
用
料
・
保
育
料
・

道
路
占
有
料 

４
月
の
口
座
振
替
日

　

大
型
連
休
の
た
め
、
４
月
分
の

口
座
振
替
日
は
、
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
日（
４
月
分
）

５
月
７
日
㈫

■
対
象
の
使
用
料
な
ど

①
市
営
住
宅
使
用
料

②
保
育
料

③
道
路
占
有
料

※
５
月
分
の
口
座
振
替
日
は
、
５

月
27
日
㈪
で
す
。（
道
路
占
有
料

を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

①
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
課
☎
61
・

　

１
６
２
１

②
に
つ
い
て
、
福
祉
課
☎
61
・
１

　

６
６
０

③
に
つ
い
て
、
土
木
課
☎
61
・
１

　

６
２
５

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
を
開
き
ま
す

　

八
代
税
務
署
で
は
、
２
０
１
９

年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
消

費
税
の
「
軽
減
税
率
制
度
」
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
23
日
㈫
・
24
日
㈬

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

八
代
税
務
署
３
階
会
議
室

■
対
象　

管
内
の
事
業
者

■
定
員　

各
日
40
人

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
税
務
署
☎

０
９
６
５
・
32
・
３
２
０
９

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」縦
覧

「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」閲
覧

■
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月

31
日
㈮　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
場
所　

市
役
所
仮
庁
舎
１
階
税

務
課
９
番
窓
口

■
対
象
者　

固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
、
納
税
義
務
者
の
代
理
人
、

納
税
管
理
人

※
代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
水
俣
市
に
固
定
資
産
を
所
有
し

て
い
な
い
人
、
資
産
を
所
有
し
て

い
て
も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

な
い
人
（
免
税
点
未
満
）
は
縦
覧

で
き
ま
せ
ん
。

■
持
参
品　

本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

■
手
数
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
61
・

１
６
２
０

ま
ち
か
ど
健
康
塾
の
利
用

料
が
無
料
に
な
り
ま
す

　

今
ま
で
、
ま
ち
か
ど
健
康
塾
の

利
用
に
は
、
１
回
１
５
０
円
の
利

用
料
が
必
要
で
し
た
が
、
４
月
か

ら
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

送
迎
型
の
ま
ち
か
ど
健
康
塾
で

は
、
今
ま
で
ど
お
り
材
料
代
や
昼

食
代
の
実
費
が
別
途
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
☎
63
・
３
０
５
１

平
成
31
年
度
は
り
・
き
ゅ

う
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

■
対
象　

水
俣
市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
国
民

健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

■
助
成
内
容　

１
人
１
日
１
回
ま

で
、
１
回
５
０
０
円
を
助
成
。
１

世
帯
当
た
り
年
間
40
回
ま
で
。

■
持
参
品　

保
険
証
、
印
鑑
（
朱

肉
を
使
う
も
の
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

■
対
象　

水
俣
市
内
在
住
で
、
お

お
む
ね
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者

■
助
成
内
容　

１
人
１
日
１
回
ま

で
、
１
回
５
０
０
円
を
助
成
。
申

込
者
本
人
が
年
間
20
回
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

■
持
参
品　

保
険
証
、
印
鑑
（
朱

肉
を
使
う
も
の
）

●
①
・
②
に
共
通
の
注
意
事
項

　

医
師
の
同
意
書
に
よ
り
、は
り
・

き
ゅ
う
の
保
険
診
療
を
受
け
て
い

る
と
き
な
ど
は
、
助
成
券
を
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

①
に
つ
い
て
、
市
民
課
☎
61
・
１

　

６
３
３

②
に
つ
い
て
、
い
き
い
き
健
康
課

　

☎
63
・
３
０
５
１

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

無
料
ク
ー
ポ
ン

　

厚
生
労
働
省
か
ら
、
対
象
年
齢

の
男
性
に
対
し
て
、
風
し
ん
抗
体

検
査
と
予
防
接
種
を
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
「
ク
ー
ポ
ン
券
」

を
、
４
月
１
日
か
ら
発
行
す
る
と

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
俣
市
で
の
発
行
時
期
は
、
現

在
未
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
広
報

み
な
ま
た
、
水
俣
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
せ
ず
に
風

し
ん
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
を
受

け
る
と
全
額
自
己
負
担
と
な
る
た

め
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

昭
和
37
年
４
月
２
日

〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
☎
62
・
３
０
２
８

水俣市ホームページＵＲＬ
http://www.city.minamata.lg.jp

nformationＩ

（表）手当の種類と額

手当の種類
手当の額（月額）

３月まで ４月から

①

次に当てはまる児童を養育し
ているひとり親家庭などに対
する給付
○18歳到達後最初の３月31
　日までの間にある児童
○20歳未満で、法令で定め
　る程度の障がいの状態にあ
　る児童

児
童
扶
養
手
当

第１子
全部支給 42,500 円 42,910 円

一部支給 42,490 円
～10,030 円

42,900 円
～10,120 円

第２子
加算額

全部支給 10,040 円 10,140 円

一部支給 10,030 円
〜 5,020 円

10,130 円
〜 5,070 円

第３子以降
加算額

全部支給 6,020 円 6,080 円

一部支給 6,010 円
〜 3,010 円

6,070 円
〜 3,040 円

②
法令で定める障がいの程度に
ある20歳未満の児童を家庭
で監護・養育している人

特別児童扶養手当１級 51,700 円 52,200 円

特別児童扶養手当２級 34,430 円 34,770 円

③
20歳以上で、重度の心身の障
がいのため、日常生活で常に特
別の介護を必要とする人

「特別障害者手当」 26,940 円 27,200 円

④
20歳未満で、心身の障がい
のため、日常生活で常に介護
を必要とする児童

「障害児福祉手当」 14,650 円 14,790 円

学
校

福
祉

口
座
振
替
日

税

健
康
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市役所から
お知らせです

平
成
31
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
１
６
４
１
０
円

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
２
０
２
０

年
３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
４
１
０
円
で
す
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払

い
は「
前
納
」が
お
得
で
す

　

口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
現
金
で
前
納
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
の
口
座
振

替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
前

納
の
新
規
申
し
込
み
は
２
月
末
日

で
終
了
し
ま
し
た
。
現
金
で
の
前

納
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
前
納
保
険
料
額
と
割
引
き
の
例

（
現
金
納
付
の
場
合
）

○
２
年
前
納　

38
万
８
８
０
円

　
（
１
４
５
２
０
円
割
引
き
）

○
１
年
前
納　

19
万
３
４
２
０
円

　
（
３
５
０
０
円
割
引
き
）

○
６
カ
月
前
納　

９
７
６
６
０
円

　
（
８
０
０
円
割
引
き
）

■
納
付
書
発
送　

納
付
書
（
毎
月

納
付
用
、
１
年
前
納
用
、
６
カ
月

前
納
用
）
は
、
４
月
上
旬
に
発
送
。

※
納
付
書
に
よ
る
２
年
前
納
は
、

年
金
事
務
所
へ
の
申
し
出
が
必
要

で
す
。
２
年
前
納
の
納
付
期
限
は

５
月
７
日
で
す
。

※
現
金
払
い
で
は
、
任
意
の
月
の

分
か
ら
年
度
末
ま
で
を
前
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
年
金
事
務

所
☎
０
９
６
５
・
35
・
６
１
２
３

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
31
年
度
の
「
国
民
年
金
保

険
料
学
生
納
付
特
例
」
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象　

平
成
31
年
度
中
に
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
に
通

う
学
生
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
難
し
い
人

■
申
請
窓
口　

市
民
課
年
金
医
療

保
険
係
（
市
役
所
仮
庁
舎
１
階
５

番
窓
口
）

■
持
参
品　

年
金
手
帳
、
学
生
証

（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在
学
証
明

書
、
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

※
平
成
30
年
度
に
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
平
成
31

年
度
も
在
学
予
定
の
人
に
は
、
は

が
き
形
式
の
申
請
書
を
４
月
上
旬

に
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
て
返
送
す
る
だ
け
で
申
請
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
中
に

所
得
が
あ
る
人
や
在
学
す
る
学
校

な
ど
の
変
更
が
あ
る
人
は
、
窓
口

で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
61
・

１
６
２
２

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）の
仮
徴
収
は
、４
月
・
６
月
・
８

月
の
年
金
か
ら
、２
月
に
年
金
か

ら
徴
収
さ
れ
た
額
と
同
額
を
天
引

き
し
ま
す
。金
額
は
、平
成
30
年
度

の
納
税
通
知
書
な
ど
で
確
認
で
き

ま
す
。

　

平
成
31
年
度（
２
０
１
９
年
度
）

の
国
民
健
康
保
険
税
の
年
税
額
は
、

７
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
。４
月
・

６
月
・
８
月
に
仮
徴
収
し
た
金
額

を
年
税
額
か
ら
差
し
引
き
、残
り

の
額
を
10
月
・
12
月
・
２
０
２
０
年

２
月
の
３
回
に
分
け
て
特
別
徴
収

す
る
予
定
で
す
。

■
特
別
徴
収
の
仮
徴
収
対
象
者

○
世
帯
主
が
平
成
30
年
度
中
に
65

　

歳
に
な
り
、平
成
31
年
４
月
・
６

　

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

　
（
該
当
者
に
は
、４
月
中
旬
ま
で

　

に
通
知
書
を
送
付
予
定
）

○
平
成
31
年
２
月
の
国
民
健
康
保

　

険
税
が
特
別
徴
収
の
人（
※
）

※
特
別
徴
収
対
象
者
で
も
、次
の

場
合
は
納
付
方
法
が
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）に
変 

わ
り
ま
す
。

①
世
帯
主
が
平
成
31
年
度（
２
０

　

１
９
年
度
）中
に
75
歳
に
な
り
、

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

　

す
る
世
帯

②
世
帯
主
変
更
や
、65
歳
未
満
の

　

人
の
国
保
加
入
な
ど
、世
帯
に

　

異
動
が
あ
っ
た
場
合

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
61
・
１

６
１
０

医
療
機
関
は

適
正
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

現
在
、
休
日
や
夜
間
の
救
急
外

来
の
受
診
が
増
え
、
緊
急
性
の
高

い
重
症
の
患
者
さ
ん
の
治
療
に
支

障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
機
関

の
受
診
や
薬
局
で
薬
を
も
ら
う
際

に
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し

ょ
う
。

○
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、

　

軽
い
症
状
で
も
昼
間
の
診
療
時

　

間
内
に
受
診
し
て
お
き
ま
し
ょ

　

う
。
休
日
や
夜
間
の
救
急
外
来

　

受
診
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
重

　

症
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
が
遅

　

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
払
う
医
療
費
の
負
担

　

が
割
増
料
金
で
高
く
な
り
ま
す
。

○
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
早
め

　

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

　

を
受
診
す
る
こ
と
は
、
医
療
費

　

の
負
担
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、

　

同
じ
検
査
や
投
薬
に
よ
り
、
か

　

え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え
て

　

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、

　

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

　

医
薬
品
）
は
、
先
発
医
薬
品
と

　

同
等
の
効
能
・
効
果
を
持
ち
、

　

費
用
も
安
く
済
み
ま
す
。
ジ
ェ

　

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る

　

場
合
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

　

品
希
望
カ
ー
ド
」
を
医
療
機
関

　

や
薬
局
に
提
示
し
、
利
用
に
つ

　

い
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
複
数
の
薬
を
服
用
す
る
場
合
は
、

　

飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
副
作
用

　

が
強
く
表
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

　

す
。
投
薬
の
重
複
を
さ
け
る
た

　

め
に
「
お
薬
手
帳
」
を
活
用
し
、

　

す
で
に
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

　

医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え
、
飲
み

　

合
わ
せ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

薬
が
余
っ
た
場
合
は
、
医
師
や

　

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
61
・

１
６
３
３

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
み
な
ま
た

利
用
に
制
限
が
あ
り
ま
す

　

現
在
、
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
み

な
ま
た
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
の

た
め
に
、
水
道
や
ト
イ
レ
が
使
用

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
分
の
間
、
次
の
よ
う
な
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
キ
ャ
ン
プ

○
遠
足
な
ど
の
団
体
で
の
利
用

■
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎
63
・
９
３
１
１

一
部
地
域
で
ご
み
収
集
日
を

変
更
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
一
部
の
地
域

で
可
燃
ご
み
・
生
ご
み
の
収
集
日

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

■
該
当
区
域
・
新
し
い
収
集
日

○
１
区
・
古
城
（
田
平
を
除
く
）

　

毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日

○
１
区
・
牧
ノ
内

　

毎
週
月
曜
日
、
木
曜
日

◆
お
詫
び

　

３
月
15
日
に
全
戸
に
配
布
し
た

「
２
０
１
９
年
度
水
俣
市
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
で
す
。

■
収
集
日
の
記
載
漏
れ

【
可
燃
・
生
ご
み
】

○
５
区　

５
月
９
日
㈭

○
22
区　

８
月
１
日
㈭

○
23
区
・
24
区
・
25
区

　

５
月
３
日
㈮

【
プ
ラ
製
容
器
包
装
】

○
12
区
・
13
区
・
14
区
・
26
区　

　

９
月
４
日
㈬

○
22
区　

10
月
２
日
㈬

■
資
源
ご
み
収
集
日
の
誤
り

○
２
区

誤
＝
１
月
23
日
（
紙
・
ペ
ッ
ト
）

正
＝
１
月
24
日
（
紙
・
ペ
ッ
ト
）

■
町
名
の
記
載
誤
り

①
誤
＝
12
区　

葛
渡
（
萩
嶺
）

　

正
＝
13
区　

葛
渡（
萩
嶺
を
含
む
）

②
誤
＝
23
区　

白
浜
町
・
桜
ケ
丘
・

　
　

浜
・
大
迫
（
湯
の
児
）・
久
木
野

　

正
＝
久
木
野

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
62
・
４
１
０ 

１

nformationＩ

年
金

国
保

医
療

グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ

ご
み

防災行政無線の内容が聞き取れないときは、
☎６２−６２２２で内容確認できます（火災は☎６３−６６６６）
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市役所から
お知らせです

も
や
い
館
・
お
れ
ん
じ
館

臨
時
休
館
し
ま
す

　

も
や
い
館
・
お
れ
ん
じ
館
で
は
、

５
月
１
日
㈬
に
臨
時
休
館
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

○
も
や
い
館
☎
62
・
３
１
２
０

○
お
れ
ん
じ
館
☎
62
・
２
１
１
１

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
緑
の
募
金
運
動
」

　
「
緑
の
募
金
」は
、き
れ
い
な
水
、

土
、空
気
を
育
む
森
林
づ
く
り
を

は
じ
め
、環
境
緑
化
の
推
進
、み
ど

り
の
少
年
団
の
育
成
な
ど
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、家
庭
募
金
を
中
心
と

し
て
募
金
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

自
治
会
を
通
じ
て
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
暖
か
い

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
30

日
㈫

平
成
31
年
度
水
質
検
査
計

画
を
策
定
し
ま
し
た

　

水
道
水
を
安
心
し
て
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
平
成
31
年
度
の

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
公
表
し
ま
す
。

★「
水
質
検
査
計
画
」と
は

　

水
質
検
査
計
画
は
、
皆
さ
ん
に

安
全
で
お
い
し
い
水
を
届
け
る
た

め
「
ど
の
場
所
で
」「
ど
ん
な
項
目

で
」「
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
」
検

査
す
る
か
を
記
し
た
も
の
で
す
。

■
公
表
の
場
所　

水
道
局
２
階
窓

口
、
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
. 

m
inam

ata-w
aterw

orks.jp
■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
水
道
局

☎
63
・
２
２
３
４

武
道
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

武
道
無
料
体
験
会

　

日
本
古
来
の
武
道
を
気
軽
に
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

種
目
に
よ
っ
て
時
間
が
異
な
り

　

ま
す
。
必
ず
事
前
に
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
22
日
㈪
〜
27
日
㈯

（
左
表
参
照
）

■
場
所　

市
立
武
道
館

■
持
参
品　

運
動
が
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル 

な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
立
武

道
館
☎
62
・
１
７
１
７
（
開
館
12

時
〜
21
時
30
分
、
日
曜
休
館
）

臨
時
休
館

緑
の
募
金

水
道

武道名 対象 実施日 時間

空手道（空心会） ５歳以上 火・木・金 19:00 〜 21:00

空手道（空専塾） ５歳以上 月・水 19:30 〜 21:30

空手道（極真会館） ５歳以上 火・土 19:30 〜 21:30

空手道（正空塾） 高校生以上 月・木 19:30 〜 21:30

空手道（倉本道場） 小学生以上 土 19:30 〜 21:30

剣道 小・中学生 月・水・金 17:00 〜 19:00

柔道（道志館） ５歳以上 月・水・金 18:00 〜 19:30

柔術 中学生以上
月 19:30 〜 21:30

土 17:00 〜 19:00

弓道 社会人 月・金 18:30 〜 21:00

居合道 高校生以上 月・木 19:00 〜 20:30

合気道 小学生以上 月・水・金 19:30 〜 20:30

杖道 小学５年生以上 水 19:00 〜 21:00

健康太極拳 社会人 火 19:30 〜 21:00

（表）無料体験日時・対象 市
立
武
道
館

ＣＩＲのグレッグが、
出身国・オーストラ
リアの魅力や文化を、
さまざまな視点で紹
介します。

　　
広
報
み
な
ま
た
２
月
１
日
号
の
コ
ラ

ム
で
、
ビ
ー
チ
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
と
聞
い
て
、
サ

メ
に
襲
わ
れ
る
こ
と
を
心
配
す
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
事
実
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
１
９
４
８
年
以
来

70
件
以
上
の
サ
メ
の
襲
撃
に
よ
る
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
い
て
、
世
界
最
多
で
す
。

　
海
の
レ
ジ
ャ
ー
の
安
全
性
を
確
保
す

る
こ
と
と
、
海
に
す
む
サ
メ
を
保
護
す

る
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
州
政
府
に
よ
っ
て
は
、

サ
メ
よ
け
ネ
ッ
ト
や
ド
ラ
ム
ラ
イ
ン
（
餌

つ
き
の
捕
獲
用
ブ
イ
）
な
ど
の
対
策
を
取

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生

態
系
に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
し
て
、
環
境
保
護
団
体
な
ど
か
ら
批

判
が
あ
り
、
こ
う
し
た
手
法
に
反
対
す

る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
政
府
の
対
策
の
他
に
、
リ
ス
ク
を
最

小
限
に
す
る
た
め
に
自
分
で
で
き
る
こ

豪！豪！Ｇｏ！Ｇｏ！
ゴーゴー

Vol.20
グレッググレッグ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
サ
メ
が
最

も
活
発
な
夜
明
け
や
夕
暮
れ
に
泳
が
な

い
な
ど
で
す
。

　
統
計
的
に
考
え
れ
ば
、
サ
メ
に
襲
わ

れ
て
死
亡
す
る
リ
ス
ク
は
、
実
は
極
め

て
低
い
の
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

サ
メ
の
襲
撃
に
よ
る
死
亡
事
故
の
数
は

蜂
に
刺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
死
亡
事
故

の
数
よ
り
低
く
、
落
雷
に
よ
る
死
亡
事

故
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
す
。

　
最
も
有
名
な
サ
メ
の
襲
撃
事
故
の
一

つ
は
、
１
９
６
３
年
に
起
き
た
、
南
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ダ
イ
バ
ー
、
ロ

ド
ニ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
事
故
で
す
。

素
潜
り
で
漁
を
し
て
い
て
、
ホ
ホ
ジ
ロ

ザ
メ
に
襲
わ
れ
た
の
で
す
。
大
け
が
を

負
い
な
が
ら
も
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た

ロ
ド
ニ
ー
さ
ん
は
、
こ
の
事
件
以
来
、

サ
メ
に
魅
せ
ら
れ
て
環
境
保
護
活
動
家
、

そ
し
て
サ
メ
の
専
門
家
に
な
り
ま
し
た
。

サ
メ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
制

作
や
、
海
の
探
検
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
国
際
自
然
保
護
連
合
の
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
で
危
急
種
（
絶
滅
の
危
険
性
が
高

い
種
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ホ
ホ
ジ
ロ
ザ

メ
を
保
護
す
る
必
要
性
を
訴
え
て
、
世

界
中
で
講
演
し
て
い
ま
す
。「
サ
メ
は
そ

れ
ほ
ど
悪
く
な
い
。
人
間
と
遭
遇
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
し
、
私
た
ち
は

す
べ
て
の
魚
、
特
に
ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
の

世
話
を
す
る
べ
き
だ
」
と
ロ
ド
ニ
ー
さ

ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。

広域イベント情報♪お隣さんの

水俣インターチェンジが供用開始され、これまで以上にグッと近くなったお隣さんの、芦北町・津奈木町。
ポカポカ陽気に誘われて、ちょっと足をのばしてみませんか？ 
このコーナーでは、それぞれの町のミミヨリなイベント情報をお知らせします。

芦北町 津奈木町
つなぎオイスターバル in 旧平国小

　「つなぎオイスターバル」好評営業中♪
　旧平国小学校から絶景の不知火海を眺め
ながら食べる、旬のマガキは格別です。
　マガキにぴったりの、亀萬酒造の地酒など
も用意しています。
　もうすぐ終了、お早めにどうぞ！

○期間　４月30日㈫まで
　　　　毎週土曜･日曜・祝日限定
　　　　※カキがなくなり次第、終了します。
○時間　10:00 ～16:00
○場所　旧平国小学校

○問い合わせ　津奈木漁業協同組合
　　　　　　　☎78-2015

佐敷諏訪神社例大祭

　参道には露店が並びます。赤ちゃん土俵入
りは、当日まで受け付け可能です。

○期日　４月27日㈯～28日㈰
○場所　佐敷諏訪神社境内　
○内容　27日  御神輿巡行
　　　　28日  奉納相撲
　　　　　　▶九州高校選抜相撲選手権大会
　　　　　　▶赤ちゃん土俵入り
○赤ちゃん土俵入りの参加料　１万３千円

○問い合わせ　芦北町商工観光課商工振興係
　　　　　　　☎82-2511（内線 171）
　　　　　　　芦北町商工会
　　　　　　　☎82-2548
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第
９
回
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

～
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
出
来
る
事
～

　

水
俣
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽

家
が
集
ま
っ
て
、
被
災
地
を
支
援

す
る
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、
会
場
に
募
金

箱
を
設
置
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

の
募
金
は
、
全
額
を
被
災
地
の
復

興
支
援
の
た
め
に
使
い
ま
す
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

抽
選
会
も
あ
り
ま
す
♪

■
日
時　

４
月
14
日
㈰　

12
時
～

（
開
場
11
時
30
分
）

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
も
や
い

ホ
ー
ル

■
出
演
者　

熊
本
ロ
ッ
ク
組
（
総

合
司
会
・
か
な
ぶ
ん
や
）、
や
う

ち
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
ア
ニ
ー
キ
ー
・

ア
・
ゴ
ー
ゴ
ーw

ith

増
田
ガ
ッ

ツ
修
、
さ
だ
ま
さ
か
、
Ｔ
吉
＆

ピ
ュ
ア
ゴ
ー
ル
ド
、
Ｐ w

ith 

Ｂ
、

Ｎ
Ｂ
４
、
ド
ン
ゴ
ロ
ス
Ｂ
Ｂ

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者

募
集

　

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。
収
益

金
の
一
部
を
寄
附
の
た
め
に
協
賛

で
き
る
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
時
間　

12
時
～
16
時

■
ブ
ー
ス
の
広
さ　
間
口
２
ｍ
、
奥

行
き
１
・
５
ｍ
程
度

■
申
し
込
み
方
法　

氏
名
、
連
絡

先
、
出
店
す
る
品
物
、
お
お
よ
そ

の
価
格
な
ど
を
、
電
話
か
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

from
 

M
IN

A
M

ATA
 project

実
行
委

員
会
・
澤
村
☎
０
９
０
・
９
５
９ 

２
・
１
５
３
８
／
メ
ー
ルtoyoda 

11@
theia.ocn.ne.jp

手
作
り
体
験
も
で
き
る
♪

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
手
作
り
フ
ェ
ス
タ

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
の
展
示
や
、

手
作
り
体
験
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
あ
り
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す

が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
材
料

代
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

４
月
14
日
㈰　

10
時
〜

15
時

■
場
所　

お
れ
ん
じ
館

■
内
容　

ス
イ
ー
ツ
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、
布
小
物
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
木
工
品
、
多
肉
植
物

の
寄
せ
植
え 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

市
来
☎
０
９
０
・ 

３
０
１
２
・
１
８
３
８

楽
し
み
な
が
ら
英
語
で
お
し
ゃ
べ
り

「
え
い
ご
あ
そ
ぶ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」

　

水
俣
・
芦
北
に
住
む
外
国
人
を

ゲ
ス
ト
に
、
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ

で
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
楽
し
く
英

語
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
♪

４
月
の
テ
ー
マ
は
「
水
彩
画
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
」
で
す
。

　

英
語
が
で
き
る
か
不
安
な
人
、

初
め
て
の
人
で
も
大
歓
迎
！ 

参

加
に
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
日
時　

４
月
〜
６
月
の
毎
月
15

日
、
19
時
30
分
〜
（
約
１
時
間
）

■
場
所　

も
や
い
館
２
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ

■
対
象　

小
学
５
年
生
以
上

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
水
俣
国

際
交
流
協
会
員
は
３
０
０
円
）

■
定
員　

15
人
程
度

■
申
込
締
切
日　

毎
月
10
日

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
市
企
画
課

内
）
☎
61
・
１
６
０
６

初
恋
通
り
商
店
会
の

「
は
つ
恋
マ
ル
シ
ェvol.

２
」

　

長
年
続
い
た
春
祭
り
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
！ 

た
く
さ
ん
の
人
に
遊

び
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
い
ろ

い
ろ
な
企
画
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
外
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ア
ク
サ

リ
ー
や
飲
食
店
の
出
店
、
音
楽
ラ

イ
ブ
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
２
日
間
に

わ
た
っ
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り

上
げ
ま
す
。

　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。「
初
恋
通
り
商
店

会
」
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

○
４
月
13
日
㈯　

10
時
〜
18
時

○
４
月
14
日
㈰　

10
時
～
17
時

■
場
所　

初
恋
通
り
商
店
会

■
問
い
合
わ
せ　

初
恋
通
り
商
店

会
・
榮
永
☎
84
・
９
９
１
５

シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
で

歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
31
年
度
前
期
「
健
康
づ
く

り
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス
」の
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
の
皆

さ
ん
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

体
が
不
自
由
な
人
や
軽
度
の
認

知
症
が
あ
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
家
族
の
送
迎
が
必
要
で
す
）

　

参
加
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

■
日
時　

４
月
〜
９
月
の
第
２
・

第
４
水
曜
日　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
音
楽
室

■
参
加
料　

１
カ
月
５
０
０
円

（
楽
譜
代
な
ど
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

も
や
い

館
☎
62
・
３
１
２
０

◎税務課
　市民税係☎ 61 ｰ 1610
　収納対策室☎ 61 ｰ 1630
　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611
　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633
　市民生活係☎ 61 ｰ 1656
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670
　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660
　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650
◎環境課
　環境もやい推進室☎ 61 ｰ 1612
　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613
　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101
◎いきいき健康課
　健康推進係☎ 62 ｰ 3028
　高齢介護支援室☎ 63 ｰ 3051
◎都市計画課建築住宅室☎ 61 ｰ 1621
◎土木課道路公園管理室☎ 61 ｰ 1625
◎下水道課☎ 61 ｰ 1627
◎水道局☎ 63 ｰ 2604
◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637
※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111 へ
　お尋ねください。

暮
ら
し
の

　  
情
報

■疲労回復ストレッチ／小林邦之
■めんつゆレシピ／みないきぬこ
■みかんとひよどり／近藤史恵
■ノースライト／横山秀夫
■うさぎくんとママ／リチャード・スキャリー

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内４月特設コーナー ■
「 早起きのススメ 」

春から心機一転、朝型生活にチャレンジ！ 朝
の時間を有効に活用する朝活の本や、朝ごは
んの本などを集めています。朝を変えると、人
生が変わるかも！？

●　　　　　　　　　　　 ●　●　●　●　●　●　●近人気の本！最

  開館：火曜日〜日曜日 ９時〜 19 時 （土日祝日は17時まで）

次女が市のセカンド
ブックでもらった絵本
で、かわいらしい絵の
なつかしいグリム童話
です。人間の役に立
たなくなって家を追い
出された動物たちが、
音楽隊があるブレーメ
ンを目指して進むなか
で、力を合わせて居場所をみつけてみんなで仲
良く暮らすお話。みんなでテーブルを囲んでご
ちそうを食べる場面や、寄り添って眠る姿は、
子どもたちのお気に入りです。

オススメ本
『ブレーメンのおんがくたい』

原作／グリム、文・絵／いもとようこ（金の星社）

河崎 友香さん・恵実ちゃん・真季ちゃん・莉久くん
子育ての心得 

「きちんと子どもの話を聞いてあげる」

オススメオススメinこどもセンター

みな図書　読書のまちづくり

催  し

かなぶんや

サクラ

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

広報みなまた2019.4.1広報みなまた2019.4.1 3031



平
成
31
年
度（
２
０
１
９
年
度
）

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
試
験
案
内

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日　

６
月
９
日
㈰

■
試
験
の
種
類

○
甲
種

○
乙
種
第
１
類
〜
第
６
類

○
丙
種

■
試
験
地　

熊
本
市
、
八
代
市
、

天
草
市
、
玉
名
市

■
願
書
受
付
期
間

○
書
面
申
請

　

４
月
11
日
㈭
〜
18
日
㈭

○
電
子
申
請

　

４
月
８
日
㈪
〜
15
日
㈪

■
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

○
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

　

消
防
本
部

○
熊
本
市
消
防
局
・
熊
本
県
内
の

　

　

各
消
防
本
部

○
熊
本
県
消
防
保
安
課

○
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

　

タ
ー
熊
本
県
支
部

■
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
☎

０
９
６
・
３
６
４
・
５
０
０
５

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
採
用
試
験

■
日
時　

５
月
12
日
㈰　

９
時
〜

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
会
議
室
（
も
や
い
館
１
階
）

■
募
集
職
種
・
受
験
資
格

○
保
健
師
な
ど

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格

　

を
有
す
る
人
。
ま
た
は
、
主
任

　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

　

す
る
人
。
保
健
師
に
準
ず
る
も

　

の
と
し
て
、
地
域
ケ
ア
・
地
域

　

保
健
な
ど
に
関
す
る
経
験
が
あ

　

る
看
護
師
を
含
み
ま
す
。

○
経
理
事
務
職
員

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人
で
、
経
理
事
務
の
経

　

　

験
が
あ
る
人
。

※
地
方
公
務
員
法
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
な
ど
に
当
て
は
ま
る
人

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

試
験
案
内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用
予
定
人
数　

各
若
干
名

■
試
験
内
容

○
１
次
試
験

　

教
養
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

○
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）

　

面
接
試
験

■
試
験
ま
で
の
流
れ

申
込
書
請
求 

→ 

申
し
込
み
手
続

き 

→ 

受
験
票
交
付 

→ 

受
験

■
申
込
書
請
求
方
法

○
直
接
来
所　

水
俣
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
窓
口
に
備
え
付
け
。

○
郵
送
請
求　

申
込
書
返
送
の
た

　

め
の
返
信
用
封
筒
（
宛
て
先
明

　

記
、
１
４
０
円
切
手
貼
付
、
Ａ

　

４
サ
イ
ズ
が
入
る
も
の
）
を
同

　

封
し
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

　

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

　

き
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

試
験
案
内
、

　

採
用
試
験
申
込
書
、
受
験
票
を

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

■
提
出
書
類
・
申
し
込
み
方
法

採
用
試
験
申
込
書
、
受
験
票
（
必

要
事
項
を
記
入
し
た
も
の
）
を
、

次
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
直
接
来
所　

水
俣
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
窓
口
に
提
出
。（
土
日

　

祝
日
を
除
く
）

○
郵
送
申
し
込
み　

受
験
票
返
送

　

の
た
め
の
返
信
用
封
筒
（
宛
て

　

先
明
記
、
82
円
切
手
貼
付
）
を

　

同
封
し
、
封
筒
の
表
に
「
職
員

　

採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
き
し

　

て
書
留
で
送
付
。

■
申
込
締
切
日　

４
月
22
日
㈪
必

着■
受
験
票
の
交
付
方
法

○
来
所
申
し
込
み
の
場
合　

そ
の

　

場
で
す
ぐ
に
受
験
票
を
交
付
し

　

ま
す
。

○
郵
送
申
し
込
み
の
場
合　

５
月

　

７
日
㈫
ま
で
に
返
信
し
ま
す
。

■
事
業
所
の
見
学　

事
前
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が

案
内
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

次
の
よ
う
な
職
種
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
嘱
託
職
員
と
し
て

　

第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

　

ー
タ
ー
、
介
護
予
防
把
握
事
業

　

担
当
職
員

○
時
間
制
職
員
と
し
て

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
担
当
職
員
、
訪
問

　

入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
看
護
師

■
請
求
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
７
ー
０
０
０
５
、
水
俣
市

牧
ノ
内
３
番
１
号
、
水
俣
市
社
会

福
祉
協
議
会
総
務
課
総
務
係
☎

63
・
２
０
４
７
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

inam
ata-sha 

kyo.jp

熊
本
県
職
員
・
警
察
官

採
用
試
験

■
試
験
の
種
類

①
県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
、
免

　

許
資
格
職
）

②
県
職
員
（
民
間
企
業
等
経
験
者

　

対
象
）

③
警
察
官
（
警
察
官
Ａ
）

■
申
込
締
切
日　

い
ず
れ
も
、
当

日
消
印
有
効
。

①
・
②　

５
月
10
日
㈮

③　

５
月
31
日
㈮

■
第
１
次
試
験
日

①
・
②　

６
月
23
日
㈰

③　

７
月
14
日
㈰

※
募
集
職
種
や
受
験
資
格
、
受
験

申
込
書
の
配
布
場
所
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
人
事
委

員
会
事
務
局
☎
０
９
６
・
３
３
３
・ 

２
７
３
３

第
20
回
熊
本
県
還
暦
軟
式

野
球
春
季
水
俣
大
会

　

県
内
か
ら
19
チ
ー
ム
・
３
６
０

人
余
り
の
「
か
つ
て
の
野
球
小
僧
」

が
集
ま
っ
て
、
投
げ
て
、
打
っ
て
、

白
球
を
追
い
か
け
ま
す
！ 

ぜ
ひ

応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
♪ 

髙
岡

市
長
に
よ
る
始
球
式
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

４
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

開
会
式
＝
13
日
㈯
、
９
時
30
分
〜

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
、
浜

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
塩
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
軟
式
野
球

連
盟
・
三
村
☎
63
・
２
２
７
５

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

　

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
で
は
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
高
齢
者
が
働
け
る
職
場
の
開

拓
と
、
職
業
相
談
・
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。
生
き
が
い
を
高
め
た

い
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
あ
な
た

の
、
長
年
培
っ
た
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
日
時　

毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
、
10
時
〜
16
時

■
場
所　

熊
本
県
芦
北
地
域
振
興

局
福
祉
課
内

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
高
齢
者

無
料
職
業
紹
介
所
芦
北
相
談
所
☎

82
・
５
３
１
０

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
い
き
い
き

憩
い
の
場
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
な
ど
、
誰
で
も
立
ち
寄
れ

る
場
と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
誰
で
も
ゆ
っ
く
り
過

ご
せ
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
も
や
い
処

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日
、
10

時
～
15
時
（
祝
日
は
休
み
）

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
も
や
い
館
１
階
）
多
目
的
ル

ー
ム

■
利
用
料　

１
回
３
０
０
円

◆
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ふ
く
ま
る

■
日
時　

毎
週
月
曜
日
、
13
時
30

分
～
15
時
30
分
（
祝
日
は
休
み
）

■
場
所　

北
袋
公
民
館

■
利
用
料　

１
回
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
63
・
２
０
４
７

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　
「
も
し
か
し
た
ら
認
知
症
？
」

　
「
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
親
が

認
知
症
か
も
し
れ
な
い
、
ど
う
し

た
ら
い
い
の
？
」

　

最
近
、
こ
う
し
た
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

家
族
や
周
囲
の
人
か
ら
の
相
談

を
受
け
て
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

人
や
認
知
症
の
人
の
家
庭
を
訪
問

し
、
医
療
と
介
護
の
専
門
職
チ
ー

ム
で
支
援
し
ま
す
。

　

心
当
た
り
が
あ
る
人
は
、
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
63
・
２
０
４
７

スポーツ

相  談

♥

試 

験

事情つぅ

✿

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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行
楽
の
春

食
中
毒
に
ご
注
意
を

　

遠
足
や
運
動
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
、
春
は
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
季

節
で
す
。

　

気
温
が
高
く
な
る
と
、
食
中
毒

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
次

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
、
食
品

の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

★
お
弁
当
を
作
る
と
き
は

○
必
ず
、
食
べ
る
当
日
に
作
る
。

○
作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
手
を

　

よ
く
洗
う
。

○
食
品
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か

　

り
加
熱
し
、
十
分
に
冷
ま
し
て

　

か
ら
清
潔
な
箸
で
弁
当
箱
に
詰

　

め
る
。

○
お
弁
当
は
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で

　

保
管
し
、
早
め
に
食
べ
る
。

○
食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い
切

　

っ
て
捨
て
る
。

★
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る

と
き
は

　

生
肉
に
は
、
Ｏオ
ー

１
５
７
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な

ど
の
食
中
毒
菌
が
付
い
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛
り
つ

　

け
る
。

○
「
焼
く
と
き
の
箸
」
と
「
食
べ
る

　

と
き
の
箸
」
は
区
別
す
る
。

○
肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱

　

し
て
食
べ
る
。

★
ハ
イ
キ
ン
グ
や
魚
釣
り
を
す

る
と
き
は

　

毎
年
、有
毒
植
物
や
フ
グ
な
ど
の

「
自
然
毒
」に
よ
る
食
中
毒
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

見
慣
れ
な
い
植
物
、食
用
と
確

実
に
判
断
で
き
な
い
植
物
は
、絶

対
に「
採
ら
な
い
」「
食
べ
な
い
」

「
売
ら
な
い
」「
人
に
あ
げ
な
い
」

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。フ
グ
な
ど

は
、専
門
の
知
識
を
持
た
な
い
人

は
調
理
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
食
用
と
間
違
え
や
す
い
有
毒
植
物

　

食
中
毒
に
関
す
る
情
報
が
、
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

seisakunitsuite/bunya/ke  
nkou_iryou/shokuhin/syo 
kuchu/index.htm

l

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
保
健
所
☎

63
・
４
１
０
４
／
市
環
境
課
☎
61
・

１
６
１
３

か
ん
き
つ
類
の
開
花
時
期

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
を
防
ご
う

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、果
樹
類
や
い
ち

ご
、メ
ロ
ン
、す
い
か
な
ど
の
園
芸

作
物
の
花
粉
交
配
に
不
可
欠
で
、

農
業
生
産
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、か
ん
き
つ
類
の
開

花
が
始
ま
り
、ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
や

花
粉
を
求
め
て
訪
花
す
る
時
期
に

な
り
ま
す
。農
薬
を
散
布
す
る
と

き
は
、次
の
点
に
留
意
し
て
、ミ
ツ

バ
チ
に
危
害
が
発
生
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
農
薬
散
布
時
の
注
意
点

①
農
薬
は
、ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
が

　

あ
る
薬
剤
か
ど
う
か
を
ラ
ベ
ル

　

で
確
認
し
、使
用
上
の
注
意
事

　

項
に
従
っ
て
正
し
く
使
用
す
る
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
、巣
箱
の
位

　

置
や
防
除
計
画
な
ど
に
つ
い
て

　

事
前
に
情
報
交
換
す
る
。

③
防
除
す
る
と
き
は
、ほ
場
周
辺

　

を
十
分
確
認
し
、ミ
ツ
バ
チ
や

　

巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ

　

う
に
注
意
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ

○
県
農
業
技
術
課　

０
９
６
・
３ 

　

３
３
・
２
３
８
１

○
県
畜
産
課　

０
９
６
・
３
３
３
・ 

　

２
４
０
１

音
声
、点
字
・
大
活
字
で
読

め
る
政
府
広
報
が
あ
り
ま
す

　

内
閣
府
で
は
、視
覚
障
が
い
者

な
ど
に
向
け
て
、国
の
施
策
や
生

活
に
役
立
つ
情
報
を
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
音
声
広
報
Ｃ
Ｄ「
明あ

日す

へ
の
声
」、点
字
・
大
活
字
広
報

誌「
ふ
れ
あ
い
ら
し
ん
ば
ん
」を
製

作
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、県
点
字

図
書
館
で
利
用
で
き
ま
す
。詳
し

く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
政
府
広
報

オ
ン
ラ
イ
ン
」で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

▼https://w
w

w
.gov-online.

go.jp/pr/index.htm
l

■
問
い
合
わ
せ　

内
閣
府
大
臣
官

房
政
府
広
報
室
☎
03
・
５
２
５
３
・ 

２
１
１
１

ペ
ッ
ト
も
守
ろ
う
！

災
害
対
策

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の

は
、飼
い
主
だ
け
で
す
。災
害
が
起

き
て
か
ら
で
は
な
く
、日
頃
か
ら

の
心
構
え
や
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

む
や
み
に
ほ
え
な
い
、ケ
ー
ジ

に
入
る
な
ど
の
し
つ
け
を
日
常
的

に
し
て
お
く
と
、避
難
所
へ
一
緒
に

避
難
し
た
と
き
、周
囲
の
生
活
環

境
へ
の
配
慮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

迷
子
に
な
っ
た
時
の
た
め
に
、

首
輪
や
迷
子
札
を
必
ず
装
着
し
、

ノ
ミ
や
ダ
ニ
の
駆
除
な
ど
の
健
康

管
理
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
も
大

切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
保
健
所
☎

63
・
４
１
０
４

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に

考
え
る
こ
と

　

犬
や
猫
を
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
う

と
い
う
こ
と
は
、
動
物
の
命
に
責

任
を
持
つ
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域

や
周
囲
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
飼
い

主
の
義
務
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
は
、
世
話

や
し
つ
け
を
毎
日
欠
か
さ
ず
に
で

き
る
か
、
経
済
的
負
担
や
家
庭
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
最
期
ま
で

責
任
を
持
っ
て
飼
育
が
で
き
る
か

な
ど
の
点
を
し
っ
か
り
考
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
保
健
所
☎

63
・
４
１
０
４

有毒植物 間違えやすい食用植物

バイケイソウ オオバギボウシ
ギョウジャニンニク

スイセン ニラ
ノビル

トリカブト ニリンソウ
モミジガサ

イヌサフラン ギョウジャニンニク
ギボウシ

広報みなまた
有料広告募集中！

■申込・問い合わせ
　市長公室広報広聴係 ☎６１−１６５５

申し込み状況により、お待たせする場合があります。申し込
みはお早めに！
詳しくは、水俣市ホームページの広報みなまたのページにある
「広報みなまた広告掲載要綱および申込書」をご覧ください。

◆掲載料
　市内の個人・事業所
　１枠／10,000 円
　（市外は 30,000 円）
◆申込締切日
　掲載を希望する号の
　発行日の１カ月前

伝言板

ウメとミツバチ

長年にわたり水俣市の教育振興・教育行政に貢献

本山巌さんが瑞宝双光章を受章
　

元
水
俣
第
二
中
学
校
校
長
の
本
山

巌
さ
ん
が
高
齢
者
叙
勲
（
瑞
宝
双
光

章
）
を
受
章
し
ま
し
た
。
高
齢
者
叙

勲
と
は
、
春
秋
叙
勲
で
勲
章
を
授
与

さ
れ
て
い
な
い
功
労
者
で
88
歳
に
な

っ
た
人
を
対
象
に
、
国
が
授
与
す
る

も
の
で
す
。

　

本
山
さ
ん
は
、
昭
和
26
年
に
葛
渡

中
学
校
に
着
任
後
、
30
年
以
上
に
わ

た
り
市
内
の
小
中
学
校
や
県
芦
北
教

育
事
務
所
で
勤
務
。
昭
和
62
年
か
ら

３
年
間
は
、
水
俣
第
二
中
学
校
で
校

長
を
務
め
ま
し
た
。
昭
和
62
年
に
は
、

県
教
育
委
員
会
が
推
進
し
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
先
駆
け
で
あ
る
マ
イ
・
タ

ッ
チ
計
画
推
進
モ
デ
ル
校
の
指
定
を

受
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
18
台
を
設
置

し
、
授
業
へ
の
活
用
を
促
進
す
る
な

ど
、
長
年
に
わ
た
り
本
市
の
教
育
振

興
や
教
育
行
政
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ほっと
News

３月22日、市役所で伝達式が行われ、高岡市長から本山さんへ叙勲が伝達されまし
た。本山さんは、「支えてくれた人への感謝の気持ちでいっぱいです」と話し、受章
の喜びを表しました。

◆高齢者叙勲伝達式

【
有
料
広
告
】
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ゴールデンウイーク（10連休）中の
医療機関・薬局の開院・開局状況 ◎＝当番医・当番薬局

○＝１日
△＝午前
ー＝休業

【 凡例 】

　10連休となる、今年のゴールデンウイーク。期間中の、医療機関や薬局
の受け入れ態勢をお知らせします。

医療機関名 電話番号
４月 ５月

27日 28日 29日 30日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

尾田胃腸科 63-3438 △ ー ー ー ◎ ○ ー ー ー ー

緒方眼科医院 63-3881 △ ー ー ー ○ △ ー ー ー ー

谷山医院 63-2557 ○ ー ○ ー ー ー ー ー ー ー

まなべクリニック 84-9080 ー ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ー

深水医院 63-6390 ー ー ー ○ ○ ○ ー △ ー ー

山田クリニック 63-5188 △ ー ー ○ ○ ○ ○ ー ー ー

市川内科クリニック 62-0707 △ ー ー ー ー ー ー ー ー ー

てらさきクリニック 63-1200 △ ー ー ー ○ ○ ー ー ー ◎

本田レディースクリニック 63-2019 △ ー ◎ △ △ △ ー ー ー ー

水俣協立病院 63-1704 △ ー ー ◎ ー ○ ー ー ー ー

協立クリニック 63-6835 △ ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ー

たなか耳鼻科・眼科クリニック 62-8777 △ ー ー ー ○ ◎ ー ー ー ー

渕上クリニック 63-6552 △ ー ー ー ー ー ◎ ー ー ー

大石皮ふ科クリニック 68-9636 ー ー ー ー ー ー ー ◎ ー ー

宮竹小児科医院 69-3501 △ ー ー ー ○ ○ ー ー ◎ ー

天神耳鼻咽喉科 62-8733 △ ◎ ー ー ー ○ ー ー ー ー

佐藤クリニック 69-3007 △ ー ー ー ー ー ー ー ー ー

白梅病院 63-7575 ー ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ー

水俣病院 63-3148 △
※１ ー ー △

※２
△
※２

△
※２ ー ー ー ー

みずほ病院 63-5196 ー ー ー ー △
※３

△
※３ ー ー ー ー

岡部病院 63-3311
△ ー ー ○ ー ○ ー ー ー ー

期間中、救急外来24時間体制で受け入れ

国保水俣市立総合医療センター 63-2101
ー ー ー ー

※４ ー ー
※４ ー ー ー ー

期間中、救急外来24時間体制で受け入れ。透析は日曜以外実施。

国保水俣市立総合医療センター
附属久木野診療所 69-0200 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

◆医療機関

◆薬局

薬局名 電話番号
４月 ５月

27日 28日 29日 30日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

下田薬局 63-2417 △ ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ー

谷川薬局 63-7535 △ ー ◎ ○ ○ ○ ー ー ー ー

やまだ薬局 68-9436 ー ー ー ー ー ー ー ◎ ー ー

吉富薬局 62-0948 ○ ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ー

平和薬局センター店 62-0230 ○ ◎ ー ー ー ◎ ◎ ー ー ◎

平和薬局古賀町店 62-2272 △ ー ー ー ○ ○ ー ー ー ー

さくら薬局 63-7100 △ ー ー ◎ ○ ○ ー ー ー ー

ファーコス薬局おれんじ 63-9388 ー ー ー ー ー ー ー ◎ ◎ ー

日本調剤水俣薬局 68-2193 ー ー ー ◎ ◎ ー ー ー ー ー

日本調剤天神町薬局 68-2393 △ ー ー ー ー ー ー ー ー ー

みなまた駅前薬局 68-2155 △ ー ー ー ○ ◎ ー ー ー ー

南福寺調剤薬局 68-9788 △ ー ー ー ー ー ー ー ー ー

あかね薬局 68-2356 ー ◎ ◎ ー ー ー ー ー ー ー

みつば調剤薬局 69-3010 ー ー ー ○ ○ ○ ー △ ー ー

なのはな調剤薬局 63-5627 △ ー ー ー ー ー ◎ ー ー ー

あじさい薬局 62-1172 △ ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ポピー薬局 62-6771 △ ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ◎

ゆうあい薬局 84-9061 ー ー ー ○ ○ ○ ー ー ー ー

※１　初診は受け付けません。
※２　初診は事前予約のみ受け付けます。
※３　初めての人は予約が必要です。外来医が変更となることがあります。
※４　当直医に加えて、午前中は小児科医が対応します。

★記号による開院・開局の表示は目安です。
　各機関で対応時間が異なるほか、平素の対応時間からも変更となっている場合があります。
　詳しくは、それぞれの機関に問い合わせてください。
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フォトリポート

南九州西回り自動車道
津奈木 ICー水俣 IC間が供用開始

　

３
月
２
日
に
、南
九
州
西
回
り

自
動
車
道
の
津
奈
木
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
水
俣
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
の
５
・
６
㎞
が
開
通
し

ま
し
た
。

　

同
自
動
車
道
は
、八
代
市
か
ら

鹿
児
島
市
ま
で
の
約
１
４
１
㎞
を

結
ぶ
計
画
。今
回
の
開
通
で
、全
体

の
約
70
％
が
整
備
さ
れ
、水
俣
市

役
所
か
ら
熊
本
市
役
所
ま
で
の
所

要
時
間
が
約
７
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

式
典
に
は
、金
子
恭
之
衆
議
院

議
員
や
蒲
島
熊
本
県
知
事
、髙
岡

市
長
な
ど
関
係
者
約
２
０
０
人
が

出
席
。髙
岡
市
長
は
、「
イ
ン
タ
ー

開
通
は
、水
俣
だ
け
で
な
く
、九
州

全
体
の
産
業
や
観
光
の
振
興
、災

1_ 金子恭之衆議院議員、蒲島熊本県知事など関係者
によるテープカット　2_ 保育園児によるマーチング　3_
恋龍太鼓の演奏　4_ 園児たちが風船を飛ばしてトラッ
クなどの車両をお見送り　5_開通時の水俣インターチェ
ンジから出てくる車両　6_交通安全協会などによるキャ
ンペーン　7_ 上空から見た水俣インターチェンジ周辺

害
や
医
療
の
緊
急
輸
送
路
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
す
。全
線
開

通
に
向
け
、こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん

で
い
く
」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
恋
龍
太
鼓
の
演
奏
や

保
育
園
児
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
が

披
露
さ
れ
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
の
通

り
初
め
で
は
、水
俣
の
特
産
品
な
ど

を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
や
消
防
車
両
が
、

保
育
園
児
ら
に
見
送
ら
れ
な
が
ら

走
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、開
通
時
に
は
、水
俣
地
区

交
通
安
全
協
会
の
会
員
ら
が
水
俣

Ｉ
Ｃ
か
ら
の
車
両
を
出
迎
え
、来

水
者
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、の
ぼ

り
旗
を
掲
げ
、安
全
運
転
の
徹
底

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

１

２

３４

５

６

7

河村電器産業㈱ 水俣工場
所在地　水俣市桜ケ丘３９５番地
創　業　昭和53年４月
従業員数　218人
事業内容　電気器具製造業
　　　　　（高圧受電盤・低圧配電盤）
ホームページ　https://www.kawamura.co.jp

　
当
工
場
は
主
に
、
分
電
盤
や
キ

ュ
ー
ビ
ク
ル（
変
圧
器
や
ブ
レ
ー

カ
ー
な
ど
の
電
気
機
器
を
一
つ
の

筐
体
に
納
め
た
も
の
）
の
製
造
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
内
６
つ
の
工

場
で
全
国
を
カ
バ
ー
し
、
水
俣
工

場
は
九
州
か
ら
中
国
・
四
国
地
方

ま
で
に
向
け
た
製
品
を
中
心
に
生

産
し
ま
す
。

　
最
新
の
加
工
機
械
や
塗
装
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
、
鉄
板
の
状
態

か
ら
製
品
と
し
て
出
荷
す
る
ま
で

自
社
内
で
一
貫
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
顧
客
ご
と
に
一
つ
一
つ
注

文
仕
様
が
異
な
る
た
め
、
従
業
員

全
員
で
生
産
改
善
活
動
に
取
り
組

み
、
ム
ダ
を
省
い
た
効
率
的
な
生

産
に
よ
っ
て
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

し
っ
か
り
応
え
、
従
業
員
に
と
っ

て
の
働
き
や
す
さ
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
当
社
で
働
く
従
業
員
の
ほ
と
ん

ど
は
、
水
俣
を
は
じ
め
芦
北
地
域

や
出
水
市
な
ど
、
地
元
や
近
隣
か

ら
の
採
用
で
す
。
高
校
生
の
工
場

見
学
や
イ
ン
タ
ー
ン
も
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
お
り
、
地
域
の
若
者

に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
で
働
く
こ

と
を
誇
れ
る
企
業
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
資
格
取
得
へ
の
援

助
や
各
種
手
当
の
充
実
な
ど
、
社

員
と
そ
の
家
族
が
幸
せ
に
働
け
る

環
境
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
特
に
女
性
に
と
っ
て
働
き

や
す
い
職
場
で
あ
る
よ
う
意
識
し

て
い
て
、
組
み
立
て
工
程
な
ど
で

は
多
く
の
女
性
従
業
員
が
活
躍
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
ち
ょ
う
ど
当
社
の

創
立
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業

で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
社
員

た
ち
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第９巻

工
場
長

福
田
恭
二
さ
ん

福田工場長の言葉のとおり、
工場内にはいきいきと働くた
くさんの女性の姿が。

　河村電器産業㈱は、地元採用
に積極的な事業所です。地元高
校などからの工場見学・インター
ンシップの受け入れや、「しごと
発見塾」での企業ＰＲを行なっ
ています。社員が働きやすい環
境づくりにも力を入れる同社の、

「ひと」と「しごと」への想いを聞
きました。

編 

集 

後 

記

▼
今
年
度
で
、
水
俣
市
は
市
制

を
施
行
し
て
70
周
年
。
皆
さ
ん

が
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
頃
に
は
、

新
し
い
元
号
も
発
表
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
ね
。
▼
こ
の
節
目

の
年
に
、
広
報
み
な
ま
た
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
発
行
回
数

を
月
に
１
回
と
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昭
和
31
年
の
創
刊

か
ら
60
年
以
上
、
１
４
０
０
号

超
の
歴
史
の
中
で
も
、
大
き
な

変
化
で
す
。
▼
よ
り
読
み
や
す

く
、
も
っ
と
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。福

▼
２
・
３
月
は
、た
く
さ
ん
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
編
集
の
た

め
、ず
っ
と
パ
ソ
コ
ン
と
向
か
い

合
わ
せ
で
し
た
。
気
づ
け
ば
も

う
す
ぐ
年
度
末
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
▼
そ
ん
な
編
集

の
合
間
に
桜
を
撮
ろ
う
と
市
内

を
散
策
し
ま
し
た
が
、
見
頃
に

な
る
の
は
、
も
う
少
し
先
の
よ

う
で
す
ね
。
ゆ
っ
く
り
花
見
を

し
た
い
で
す
が
、
今
年
は
水
俣

市
に
な
っ
て
70
年
目
の
節
目
の

年
。
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
一
息
つ
く
の
は
、ま

だ
ま
だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。藤
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※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
と
き
は
☎
62
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
63
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
　
2019年（

平
成
31年

）
 ４
月
１
日
号

♥
 編
集
・
発
行
　
水
俣
市
総
務
課
　
〒
867ー

8555　
熊
本
県
水
俣
市
陣
内
１
‒１
‒53　

☎
0966 ‒61 ‒1655　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

★
印
刷
　
旭
印
刷
㈱

「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」「
お
う
ち
で
簡
単
給
食
レ
シ
ピ
」は
、
休
載
し
ま
す
。

広報みなまたは

６月から月１回発行に変わります

　いつも「広報みなまた」をご愛読いただき、あ
りがとうございます。
　現在「広報みなまた」は、毎月１日と15日の２
回発行としていますが、６月から、毎月１日の１回
発行に変わります。
　より見やすく分かりやすく、今まで以上の情報
発信を目指します。今後も引き続き「広報みなま
た」のご愛読をお願いします。
■発行日　原則、毎月１日
※土・日・祝日など市役所の閉庁日にあたる場
　合は、直前の開庁日に発行します。また、特
　に発行日を定める月があります。詳しくは下表
　を参照してください。

◆記事の掲載依頼はどうなるの？
　月１回の発行となることで、締切日が変更とな
ります。掲載のご依頼を予定している人はご注意
ください。詳しくは下表を参照してください。

あ
な
た
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

あ
な
た
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

広   報広   報
■問い合わせ　市長公室広報広聴係☎61-1655

４月15日号

５月合併号

６月号

７月号

８月号

９月号

10月号

11月号

12月号

１月号

２月号

３月号

４月号

発  行  日

４月15日㈪

４月26日㈮

５月31日㈮

７月１日㈪

８月１日㈭

８月30日㈮

10月１日㈫

11月１日㈮

11月29日㈮

12月25日㈬

１月31日㈮

２月28日㈮

３月31日㈫

掲載依頼締切日

４月１日㈪

４月15日㈪

４月26日㈮

５月31日㈮

７月１日㈪

８月１日㈭

８月30日㈮

10月１日㈫

11月１日㈮

11月29日㈮

12月25日㈬

１月31日㈮

２月28日㈮

◆平成31年度（2020年度）広報みなまた発行日

2019.Mar. No.1401

３

まちと共に重ねた歴史、１４００号。

広報みなまたは、平成31年２月15日号で創刊1400号を迎えました。

あ
な
た
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

つながろう日本

あ
な
た
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

広   報
広   報
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